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大分県文化遺産活用推進実行委員会

費文化庁
平成 24年度 文化庁事業

文化遺産を活かした観光ll■興・地域活性化事業補助金

お Hiい合わせ

宇佐市観光協会
TEL 0978-37-0202

宇佐市観光まちづくり課
TEL 0978-32-1111

http:〃 www cty usa oた a lp
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スタンプに隠された言葉は?

特集で掲載している歴史スポットを巡つて記念品をゲットしよう !

悠久の時を巡る
スタンプラリーの旅
価値ある史跡や文化遺産が数多く残る宇佐市には、豊かな自然と相まって、

訪れる人々を魅了する観光名所が満載です。

咸鷺鷺到爾基質 [｀

「スタンプで巡る豊の国歴史探訪inヵチがあるまち宇佐」に掲載している歴史ス|ポットを
巡り、所定の場所に設置しているスタンプを各掲載ページに押します:  ‐■|||■

【スタンプラリー参加ポイント】                      ‐  || ‐

宇佐神宮(P4)、 大分県立歴史博物館 (Pll)、 四日市門前町(P13)、鷹栖観音堂(P15)、

桂昌寺跡地獄極楽 (P17)、東光寺五百羅漢(P18)、宇佐海軍航空隊戦争遺跡(P19)、 双葉の里(P21)、

院内石橋群(P23)、東椎屋の滝 (P25)、安心院銀絵群(P27)、龍岩寺(P29)

※スタンプ設置場所の休日、営業時間等にこ注意ください。

※設置しているスタンプに不具合等が生 じた場合、お手数ですか宇佐市観光協会までお知らせ願います。

宇佐市観光協会 所 :宇佐市大字南宇佐 2179 3 TEL0978 37 0202

12カ所のスタンプを集めると、1つの言葉が浮かび上がつてきます。その言葉を巻末の

ハガキに書いて送つて下さい。抽選で宇佐のカチある記念品をプレゼントします。
※絡め切 りは毎月月末です, ヽ当選発表は記念品の発送をもつて代えさせていただきます .
※複数回応募すること|よ可能ですが、当選は 1人 1回 とさせていただきます.



0

F津市

碑査花屡蓋ic

0

藤
肛
軋
颯
鬱

IIl右FTF

周 防 灘

|=ごRL 三女神社P39

6-■図  安心院P57

0



澤

目

購

遷

路

ヽ
中
津
市
街

ヽ
１
１

．

．
．
、
、

ヽ

．、

ヽ
、
．、
．、
も、

Ｏ

●縁囲み文字は特集ベージ掲載スボット(スタンプラリー対象)

豊前善光寺
P34

糸口郵便局●

0′′
・~｀ 一

口．ソン・『
歿醒

　
．‐０

小倉の
た財ら、し園CD

・、
Ｊ
〆
ｆ
√
，ノ
．′
Ｊ
ノ

小菊の池
●響山地区公園

、ヽ J ●乙女郵便局

一
　
　
フ

｝
ゝ

プ

レ



駅

館

|||

柳

ヶ

,`′
・1●
1

|

"

豊後高田市

.′
・
´ ・
~・

/
′
・ ヽ '

ヽ ._._.、

柳ケ浦高校●

鷺
●
岳ま
池      浚

浴

①

署]社 綾
ノ̀ / ・
・

化粧丼戸       l 宇佐参富線
26号燕気機関車

P33

=ti ,D

(D
ヾ
ノ

ヽ .ψ
7

|

日
出

:

ヽ

:J〕 |「 九劾
一

 駅

辣 F庁
杵築市

「

0

ノ

国

①
力覧 ぽの郷宇佐



週

=

「ガイドさんと巡るスタンフラリー」で

宇佐の旅を満喫
してくれたのは・…

●
騨
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実際に
めぐると
新しい発見が

ありますよ

starvrp

大 本南 推定樹齢約800年の御神木は存在感も大。若い人々の

間でパワースポットとして人気。

[スタンプ設置場所]宇佐神宮上宮



南中楼門
(県指 定 有 形 文 化 財 )

中央の間は普段は閉じた

ままで、皇室の勅使参向

の時だけ開くため、勅使

門とも呼ばれています。

神の社をたずねて

571年、応神天皇の御神霊である八幡大神が宇佐の地に初めて現れた

菱形池のほとり。うっそうと茂る鎮守の社にはひときわ神聖な空気が流

れ、今も静かに御霊水が湧いています。聖武天皇が即位した翌年の 725年

に現在の場所に社殿が造立されました。

全国 4万余社ある八幡社の総本宮・宇佐神宮。奈良東大寺の大仏建立

の際、東大寺の守護神に宇佐八幡の分社 (手向山八幡宮)を勧請したのが

「分社」のはじまりで、それ以後、石清水八幡や鶴岡八幡など多くの八幡社

が造られるようになりました。東大寺大仏の開眼供養には神輿に乗うて

奈良に上京したのが御輿のはじまり(御輿発祥の地)でもあります。また、

奈良時代の僧 。道鏡が皇位を得ようとした道鏡事件 (宇佐八幡宮神託事

件)では、勅使の和気清麻呂が宇佐神宮の真意を間うため参宮するなど国

家を左右する出来事に大きく関わり、伊勢神宮に次ぐ第二の宗廟として

崇敬されていました。

伝来した仏教文化に日本古来の神道を融合させる神仏習合をいち早く

取り入れたのも宇佐神宮です。国東半島に栄えた六郷満山文化にも大き

な影響を与え、神仏習合文化発祥の地ともいわれています。日本最初の神

宮寺といわれる弥勒寺跡のほか、仲秋祭 (放生会)、 鎮疫祭 (御心経会)と

いった祭礼行事においても神仏習合文化を今に見ることができます。

日本の歴史を培ってきた背景と共に、最近では人気ダンス &ボーカ

ルユニットのメンバーがヒット祈願に訪れたことから、境内にある御神

木の大楠がパワースポットとして脚光を浴びています。

宇佐神宮ガイドの「t :いい 言舌」
:深い !地方の中

えていたんです

神仏習合の表″

′です。

神宮は謎が多く、知れば知るほどメ

ら、日本の歴史に大きな影響を与
'がら仏を守り「八幡大菩薩」という

を最初に付けたのも宇佐神宮なん

ガイドさんの「おすすめスポット」
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宇佐市観光ガイド

1佐藤 稔明さん
(さとうとしあき)
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宇佐神“

寄藻川に架かる檜皮葺の屋根が特徴の携t指定有形文

化財。かつて朝廷から宇佐に派遣された勅使がl rlっ

た名残から、現在でも10年に 11女の rll使祭の時だけ

扉が開かれます。

725年の弥物禅院の建立後、中武人「1の援助により建立され、初代別当
(長 if)に は,虚空蔵キの僧法蓮がついたといわれています.神社の境内
に立つ■は神仏習合のりt■1であり、明治の神仏分離政策によって切り離
されたため、現イE残っているのは礎了iのみ。

向かつて左から 之́御殿、二之御殿、三之御殿に、それぞれ応神天皇 (八幡大神)、 比売大神、神功皇
后がlEら れています。槍皮葺r]壁朱漆塗の社殿を側面から見ると、前後に切妻屋根の内院と外院が連絡
しているのがわかります。これは「八幡造」という古い神社建築様式の一つで、宇佐神宮本殿はその代

表例として国宝に指定されています。また、前後の軒の谷間には「宇佐の黄金樋Jと 呼ばれる雨樋を見
ることができます。

呉橋 (県指定有形文化財)



額東が無く、柱上|

かれた宇佐古来のテ
大門前に位置するこ

神宮の鳥居の規格 1

境内の鎮守の社はイチイガシや楠などが

生い茂る常緑広葉樹の原

`L林

として天然

記念物に指定されています。
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孔雀文書 (国宝)
弥 tlJ寺の遺品である孔雀文磐は、石清水八幡

宮の別当法印が弥勒寺に奉納したもので、国

内第 一級の美術工芸的価値のある国宝に指定

されています。孔雀文「
‐
8は現在、宝物館で見

ることができます。

宇佐神宮 境内MAP

大尾神社錮

/1

宝物館
さまざまな国 。県 :市指定の文化財などを展示。宇佐神宮の歴
史に触れることのできる八幡文化の殿堂です。また宝物館前の

初沢池には7月 ～8月 にかけ、美しい原始ハスが咲き誇ります。

□ 9ЮO～ 16ЮO 椰火曜
IIl大人 300円、中・高校生 200円、小学生 100円

仲見世商店街

扇 覇
蠣

彬
至小嵯
"中
津

護皇神社

■

メ
―

至大分弓J府

TEL 0978… 37-0001

｀
 国道10号線   

武天皇顕彰碑

団宇佐市大字南宇佐285 □(4月 ～9月 )530～ 21:00(10月～3月 )600～ 21:00※ 正月期間中を除く
儘なし 園なし 日 400台 (有料)

回 Pl・ B2 P3‐ D3
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大分県立歴史博物館

宇佐 。国東半島の歴史を網羅する 一一一―――′ヘー‐、ヽ ′__~′

先人達に学ぶ大分の歴史がここに

先史時代から近代まで、宇佐 。国東半島を中心に、

大分県の歴史や文化を伝える資料約 800点。「富貴寺

大堂の世界」「「信仰とくらし」「広がる仏教文化」「六郷

山の文化」「生死いのり」「豊の古代仏教文化」「宇佐八

幡の文化」の 7つのブースごとに実物に忠実に再現さ

れた複製や出土品などを展示しています。博物館のあ

る宇佐風土記の丘は、総面積 192ヘ クタールの史跡公

園で、敷地内には九州最古の前方後円墳とされる赤塚

古墳をはじめ 6基の前方後円墳があり、四季折々に彩

る自然と共に訪れる人々を楽しませてくれます。

ガイドさんからの

「ちょつといい話」

宇佐神宮や国東半島を回る前にお立ち

寄り下さい。ここで知識を得てから散策

すると、実物を見た時の感動もひとしお。

展示している音の富貴寺と現在の姿を

見比べてみるのもおもしろいですね。

主幹学芸員

菅野 剛宏さん
(かんのたかひろ)

…

:螂

仏様の形が
よく残つてるよ



富貴寺大堂の世界
九州に現存する最古の木造建築物「富貴寺大堂」を創建当時の姿

に再現。木造阿弥陀如来坐像〈複製)、富貴寺大堂壁画(模写)など

内部空間も当時のまま再現されています。

生死いのリ

旧石器時代から古墳時代の暮らしがわかる様々な出土品。大分県

内で発掘された土偶や、赤塚古墳で出土した三角縁神獣鏡の複製

があります。

豊 の 古 代 仏 教 文 化  、́  ― _― ― ―́― ,デ ~~

奈良時代から平安にかけて大分県北部にあった古代寺院の出土

品を展示。虚空蔵寺二重塔 (縮小復元模型)、 天福寺奥院塑造三尊

仏像 (国重文)な どを見ることができます。

宇 佐 八 幡 の 文 化 、一^一 一、 ―― 一́― 一 ――  ―

全国八幡宮の総本宮・宇佐神宮の歴史を紹介。境内に弥勒寺があ

った風景や、宇佐神宮本殿の全体像がわかる模型があります。

六郷山の文化
宇佐神宮にあった弥勒寺僧侶の修行の場から発展した国東半島

独特の仏教文化を紹介。宇佐神宮と六郷山の結びつきを伝える木

造太郎天 。二童子立像 (複製)を展示しています。

広がる仏教文化
県内の仏教文化遺産の展示と石文化の紹介。自杵磨崖仏(複製)

や木造兜跛毘沙門天立像(複製)は実物さながら。

信 4rpと く ら し
‐―⌒ 一一～ 一―一

~~~｀ ヽ́́ ― ―

江戸時代後期の庄屋の家屋・後藤家住宅の実物大模型や神仏ヘ

の奉納物など、音の生活や信仰を知ることができます。

川部・高森古墳群 (国指定史跡)

博物館のある宇佐風土記の丘。6つの前方後円墳は宇佐平野を

支配していた豪族の墓と考えられ、うち、鶴見古墳と免ケ平古

墳は墳丘と石室を復元し、中を見学することもできます。

※写真は赤塚古墳。

TEL 0978-37-2100
□宇佐市大字高森字京塚 1

E19:00～ 17:00(入館は～16:30)

:鶉ηξ製覇h円
回
:よBL

@ r, FxlLrsa^t>J)u-offi

OU面から見ると、同じ建物が前後に並ぶ八幡造

という独特の建築様式がわかります。

国宝・臼杵磨崖仏のうち阿弥陀如来、観音菩薩、

勢至菩薩の複製を展示。

stannp

虚
空
蔵
寺
三
重
塔

古
代
寺
院
の
境
内
に
存
在
し
た

二
重
の
塔
の
優
美
な
姿
を
再
現

宇佐神宮本殿

臼杵磨崖仏

[ス タンプ設置場所]館内情報コーナー
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えびすさん
四 日市は、えびす巡 り

も人気です。

京風の町並み散歩

四日市門前町③
400年の歴史が香る 京風の門前町を散策

戦国時代、大友宗麟の招きで肥前国鬼子嶽城 14代

城主 。渡辺政の子渡辺筑後守光がこの地に居を構え、

一族郎党と共に移り住んだのが四日市のはじまり。

その際、鬼子嶽城から四国市に蛭子宮を移し、産神とし

て祀ったことから現在でも毎年 12月 に「恵比寿祭」が

開催されています。「えびす通りJと呼ばれる通りもあ

り、様々な表情のえびす像に出会うことができます。

四日市の大きな特徴は、浄土真宗本願寺の東西別院

が細い道路をはさんで並んでいること。江戸時代中期、

東本願寺の末寺にあたる真勝寺騒動が起こり、江戸の

寺社奉行大岡越前守忠相の裁きで真勝寺は東本願寺に

ド附、東本願寺四日市別院が誕生することとなりまし

た。真勝寺の住職を含む西派寺院は、のちに幕府の許可

を得て西本願寺四日市別院を創設。西側に東別院、東側

に西別院が隣接して立つ全国的にも珍しい門前町です。

400年の歴史を持ち、宿場町・陣屋町としても栄え

た四日市。古い町並は、受け継いできた伝統文化を感じ

取ることのできるとっておきの散策コースですc

ガイドさんからの

「ちょっといい話」

東西別院が並んで立つのはとてもめ

ずらしいんですよ。門前広場から極楽
通り、県内で2番目に古い石橋、そして
東西別院とストーリーに沿つてご案内
します。

四日市伝統技能伝承クラブ

四日市街並み散策ガイド部会部長

末 雅 太 さん
(すえまきた)

…

目
目
Ш

京都さながらの
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浄土真宗本願寺派本願寺四日市別院(西別院)李
1746年 に創建 し、現存の本堂は 1859年 に再建されたもの。釘を1本も使わ

ないケヤキ造 りで、間口295メ ー トル、実行き315メー トルは九州最大

級の本造建築です。

TEL.0978-32‐0050
日宇佐市大字西日市14251 □無料 口なし

桜岡神社→
肥前国鬼子嶽城から四日市に蛭子宮を移し祀っ

たのが桜岡神社の始まり。市屋屋敷に遷 し、毎

月 4日 に神前で市を開いたことが「四日市」の

地名の由来です。蛭子・稲荷・天神に伴う大祭

があり、恵比寿祭りは神楽、稲荷祭りは 子供御

輿、天神祭りには山車が出ます。

TEL.0978‐ 33-2590
日宇佐市大学四日市

日無料 口なし

四日市陣屋跡 (市指定史跡)令
陣屋門のあった一帯は、地頭・渡辺守光が築城した四日市城があ

った場所です。廃城から100年の後、中津城主・小笠原氏の所領

が家中不取 り締まりにより半地召し上げとなり、幕府代官所が置

かれた四日市陣屋。その後、天草代官支配から日田代官支配と変

わり、明治時代まで幕府天領支配が続きました。明治元年に御許

山騒動で陣屋が放火に合うも陣屋門は焼け残り、宇佐郡役所、字

佐郡高等小学校、郡立農学校、四日市高等女学校、四日市高校ヘ

変遷する中、それぞれの正門として使用されました。

日 宇佐市大学四日市  3無 料  口なし

四 Pl‐ Bl P2-C203

●
ガイドさんと巡るスタンプラリーの旅

真宗大谷派四日市別院十
(東別院)

明治維新の動汚Lによって焼失した本堂

は 1880年 に九州の「]徒によって再建 .

国登録有形文化財の本党、県指定有形

文化財指定の 1階建 二重の山門など、

重厚な木造建築を見ることができます

丁EL.0978-32-1901
団宇佐市大学四日市1410

翻無料 口10台

[スタンフ設置場所]

地域特産品アンテナショップ「よろ～や」

TEL 0978-25-7775
□宇佐市大字四日市1397-2

日9:00～ 18:00困 なし  回露P3-D4
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鷹栖観音堂
「小耶馬漢」「鷹栖の仙境」と呼ばれる景勝地にあ

る鷹栖観音堂は、奈良時代に僧法蓮によって建立

されました。対岸にある観音寺の奥院として建て

られたのが観音堂。岩壁に背を持たせて前面を柱

で支えるように舞台を作り、その上に堂舎をのせ

る「懸造り」は、県内でも珍しい建築様式で、内陣の

柱や板壁の墨書などから江戸時代後期のものと推

測されています。御堂の中には平安時代の 3体の

木彫仏が納められ、文化財を保護するため、奥の院

の下に慈眼堂も造られました。

鷹栖観音の鬼会(市指定無形民俗文化財)
無病息災、五穀豊穣を願い、毎年 1月 4日 の夜になると締

め込み姿の若者が火の付いた松明を持ち、駅館川を渡っ

て鷹栖観音堂に参拝 します。火柱が燃え上がるどんど焼

きの後、火の粉を散らすたいまつ合戦、そして再び駅館

側を渡って観音寺に戻 ります。約 13∞年もの歴史を持ち、
市の無形民俗文イヒ財にも指定されています。

対岸の鷹栖観音堂側へと向かって駅館チ|‖こ架けられた全

長 1325mの鷹栖つり橋は、鷹が百間岩の巣へ と婦って
行 く姿、また、人が鷹栖観音堂に向かって合掌している

姿をイメージしています。つ り橋公園には観光客用に ト

イレ、遊歩道、東屋などが整備されています。

ガイドさんからの「ちょつといし

鷹栖観音は「智恵観音」として i

知られ、学業成就を願し`受験生
|

:[[::「]争這:h:〔 1蔵
ちでも合格できるかも P

ιαMν

聾黎覧四%
□宇佐市大字上拝田・山本 田無料 口25台

Ш  Pl― B2 P2… C4
つり橋公園駐車場東屋

轟

i´
~

鷹栖つり橋公園
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待ちているのは地獄か極楽か。闇の中で体験するあの世の風景

日
日寺跡地獄極楽⑨

ガイドさんからの

「ちょつといい話」

全国的にも珍しいこの「地獄極楽」

のすぐそばに実家がありました。絵に

描いた「地獄極楽」は良くありますが

洞窟の中に仏像として残つているの

は本当に珍しいんです。「蜘蛛の糸」の

ように鎖を伝つて上つていくと由布

山の素晴らしい景色にも出会えます。

まさに極楽浄土です。~1ご
/~~~~~~
地獄極楽
ボランティアガイド

古恵良菊男さん
(こえらきくお)

約 70メー トルの洞窟の中に広がる死後の世界。まずは閻魔大

王を中央に牛頭羅刺と馬頭羅刹が並ぶ閣魔の庁で生前の裁きを

受けます。地獄道と極楽道への分かれ道では地獄道を選択。三途

の川の奪衣婆、赤鬼青鬼など暗闇に浮かび上がってくる様々な石

像に迎えられながら、当時の人の手で造られた地獄の世界を堪能

します。狭くて暗い道を抜けて菩提坂を進むと、今度は極楽道へ。

地獄に比べると幅も広く(十三仏に見守られながら外界の明るい

陽射しの元へと導かれ、来迎弥陀の前にたどり着きます。さらに

鎖に伝わりながら細い縦穴を llれば、阿弥陀如来や菩薩様が点々

と現れた極楽浄土へ。地獄から極楽、そして極楽浄土へのストー

リーが完結します。

室町中期に開基した桂昌寺は、江戸時代に無住荒廃し江戸末期

に天台僧・午道法印によって復興。庶民を仏の教えへと導くため

に、本堂の裏にこのような地獄極楽の風景を作ったと言います。

暗い洞窟の中を俗世から離れた没後の世界に見立てた、当時とし

ても画期的なミステリースポットだったと考えられます。…

目
旧
Ш

「
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高さ5メ ー トルの縦穴を 上ると

極楽浄土が待っています。
本堂の前にある案内図。まずは地獄を

通ってから極楽へと進みます。

ここにも
閣魔様が

福厳寺閣魔洞 (市指定史跡 )

隣の院内町二日市にある福厳寺にも

間魔洞がありま丸 亡者の衣服をはぎ

取る奪衣婆と、地獄へと引きずり入れ

る牛頭馬頭に迎えられ、奥には間魔

大王を中心に罪の軽重を判断する

十三たちが待ち受けています。

回 Pl― B3

EIl宇佐市安心院町東京良

□無料 日10台

死後の世界の入り回。

饉L籠壼Pl‐C3
[ス タンブ設置場所]桂昌寺跡御堂前

目
旧
幽
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苦労しないと
極楽浄土へは

行けないのね

そうね

教えなのかも

ギー      しれないね

丁

stanap
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喜怒哀楽の石像に願いを込めて

starup

イム足石酔曇言鯨な命竺汚なh倉暑看
して作った全LT」的にも貴重な
もの。

歯を見せる大きな笑顔、口をへの字に

結んで考え込む姿、あっかんベーをする

ユニークなものなど、豊かな表情の羅漢

石像が並ぶ、その数 521体。十害に苦し

む住民を救うため、15代住職 。14峰道琳

が日出町の石工・吉野覚之丞に依頼し、

1859年から24年の歳月を経て掘りあ

げたと言います。五百羅漢とは、釈迦の

教えを広めるために集まった、悟りの境

地に達した聖者のこと。一つひとつをじ

っくり眺めていくと、身近な人や自分自

身にそっくりな顔を見つけ、思わず微笑

んでしまいます。五百羅漢のある東光寺

は、1362年 に臨済宗として開山。戦国

の時代に焼失後、17世紀半ばに曹洞宗

として再興された古刹です。本堂の裏に

はお釈迦様の足の形を刻した仏足石も

あり、五百羅漢と共に宇佐市有形民俗文

化財に指定されています。

ガイドさんからの「ちょっといし鳩活」
五百羅漢の奥には 16羅漢も i
あり、それらもまたいい顔をし 1
ています。全部で 537体 ありま 1
すから、自分に似た表情の石像 l

[[ili[fii「

よ°
    「

忌邑責)代
子さん
口園曰ロロ

‐

TttL.0978-38… 3830
囲宇佐市大字江須賀1754

瞬 100円 醸15台

③
東光寺五百羅漢

521体が並ぶ
様子は圧巻。

■

回圧I Pl¨ Bl
P3中 D2

[ス タンプ設置場所]五百羅漢像前



城丼一号掩体壕 (市指定史跡 )

上空の敵に土を盛った小山のように見せ

爆撃から免れるため造られました。

悲しい過去から平和を学ぶ一一一

平和への願い、新たに

@ r, F t t! L#6,.t >a) u -o)ffi.

ガイドさんからの

「ちよつといい話」

③
ガイド(豊の国宇佐市塾塾頭

平 田崇英さん
(ひらたそうえい)

…滑走路跡
特攻機の滑走路跡に重な

るように作られた説

帽子を振って特攻機を見

送った場所にモニュメン

トが建てられています。

爆 弾 池 (市指 定 史 跡 )

宇佐市海軍航空隊跡に残

る爆弾投下の跡。終戦後

は多く残っていた爆弾池

も現存するのは1つのみ
`

宇佐海軍航空隊
戦争遺跡
軍用機を空襲から守るための格納庫「掩体壕」、

爆弾の衝撃で田んぼの真ん中にあいた直径 10

メートルの池、弾痕の跡が残るレンガ造りの建物

など、所々に見られる戦争の記憶。第二次世界大

戦が始まる 1939年 10月 、宇佐市に宇佐海軍航空

隊がおかれ、太平洋戦争末期には特攻隊の基地と

なって 154名の若者が南の空へと飛び立ってい

きました。負の遺産を平和のシンボルとして後世

に伝えるため、宇佐市は掩体壕を「城丼一号掩体

壕」として史跡に指定。特攻機を見送った滑走路

跡には石碑が立ち、史跡公園内には特攻隊員 154

人の名が刻まれた碑もあります。見逃してしまう

ほど自然に作む「三度と繰り返きない」の誓いの

跡。宇佐を知る上でも重要な歴史のひとつです。

□宇佐市大字城井159※城井一号掩体壕
□無料 日10台
題凛口 Pl― Bl P2‐ C2

掩体壕内記帳台

「城井一号掩体壕」は日本で 2

番目に戦争遺跡文化財に指定さ

れたんです。1番目は沖縄のひめ

ゆり学徒隊のし`た沖縄陸軍病院

南風原壕跡、3番が広島の原爆
ドームというから、どれだけ重

要なものかがわかります。募

り
ＦＭａ
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天下無双の横綱に出会う‐――一―

宇佐が誇る国民的英雄
“相撲の神様"生誕の地

参

〓

双葉  C
前人未到の 69連勝を打ち立てた第 35代横綱 。双

葉山。この大記録を生んだ背景には、当時の宇佐郡天

津村で過ごした子供時代、事業に失敗した父親の仕事

を手伝って船の仕事に勤しんだ経験が、後に「双葉山

の二枚腰」と呼ばれる強靭な足腰とバランス感覚を養

つたと言われています。

昭和 14年 1月 場所 4日 目、安芸ノ海に破れ連勝が

ストップした日、双葉山が知人に送った電報は「ワレ

イマダモッケイタリエズ(われ未だ木鶏たりえず)」。

木鶏とは、双葉山が目指した無心の境地、最強の姿を

指しています。木鶏を目指し"相撲道"に精進した双葉

山は生涯一度も立ち合いで「待った」をしなかったと

言います。その取り回は受けて立ちながらも先手を取

るゆえ「後の先」と呼ばれ、子供の頃、事故で右目を失

明し、さらに右手小指の先を潰してしまうというハン

ディを乗り越え、大記録を成し遂げたのでした。

スポーツだけではなく成績も優秀で、ケンカやイタ

ズラをすることもなかった幼少期、現役時代はハンディ

を悟られぬよう努力を重ね、引退後は相撲協会の理事

長として相撲界に大きな功績を残した英雄。生誕から

100年が過ぎた今もなお愛され続ける所以です。

ガイドさんからの「ちょっといい言舌」         |
双葉山の手形に自分の手を合わせてみたり、大きな銅像のお腹や足に 1
触れてパワーをもらつて下さい。双葉山は学問にも優れていましたから 'ン子どもたりこもそ
』竃層Tttll二:1さん図暴Ⅲ:

壼



資料展示室に入るとまずは実物 15倍の

双葉山像がお出迎え。

双葉山生家跡
双葉山が生まれ育った生家を復元。木造

茅葺きの家の中はかまどのある土間、3帖、

75帖の居間など当時の間取 りを再現 して
います。

丁EL 0978-33… 5255
宇佐市大字下庄269

9:00-17:00

第3月曜 (祝日の場合は翌日)、 12/29～ 1/3

無料
24台

@ r, Ft;Lr,a^rraru-offi.

資料展示室
活躍シーンを映像で振 り返る映像部屋、

当時の番付や使用 していた日用品の展

示、さらに実際に触れることのできる

手形・足形やレプリカの羽織など双葉

山を身近に感 じることができます。現

役時代と引退後に残した多くの名言の

中から相撲だけではなく人生の教訓と

なるメッセージも紹介しています。

超六十連勝力士碑
大相撲史上60連勝以 上を記録した横綱
の手形とサイン入 り石碑。双葉山の69

連勝を筆頭に、63連勝の谷風 (第 4代横

勧 と白鵬 (第 69代横初 の3人のみ。

「

stann′

双葉山像

画 Pl…Al P2-Bl
[ス タンプ設置場所]館内受付窓口

イケメンな横綱
L だったんだね

■
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その数、その美しさ… 日本一の石橋のまち

院内石橋群①
細くすらりと長い橋脚や、その姿を水而に映す美しいフォルム。町内を流れる川には至

るところに石橋がかかり、周囲の自然に溶け込んだ院内町ならではの風景を描き出してい

ます。町単位として日本一を誇る石橋、その数 75基。うちアーチ形のめがね橋は 64基 と

これも日本一。このように石橋が院内に多く点在する理由は、深い谷に集落があること、川

の流れが急で、谷の下に架けた木橋では流されてしまうため頑丈な石橋が必要だつたこと、

石橋造りに適した石が豊富に採石できたこと、そして技術の高い石工が存在していたこと

にあります。中でも鳥居橋や荒瀬橋など十数基を手掛け、石橋王と呼ばれた名棟梁 。松田

新之助の存在は大きかったといえるでしょう。関西でアーチ橋設計の技術を学んだ後、院

内の地形に合うアーチ橋の架設に尽力し、架設中に崩落した富士見橋には、私財をなげ

うって完成させたというエピソードも残っています。現存する石橋のほとんどが現役で、

今もなお人々が道として生活シーンを彩ります。また、平成 23年には地元小学校で親子

が力を合わせ、76基目となる石橋を完成させました。院内町は石橋を愛する心も日本一と

言っても過言ではないでしょう。

■
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eガ イドさんと巡るスタンプラリーの旅

鳥 居 橋 (県指 定 有 形 文 化 財 )

橋脚の優雅さから「石橋の員婦人」

と呼ばれる院内を代表する石橋。

豊州鉄道第2駅館力1橋架が流出した

昭和 26年 の大型台風にもびくとも
しませんでした。これは設計・都

留清一郎、石工棟梁・ 松田新之助

の技術の確かさを物語 ります。

御沓橋 (県指定有形文化財 )
全長
"メ
■トルの市内で最も長い石橋。

三連のアーチと大正期のモダンさが眺
める人を魅了します。

ガイドさんからの

「ちょつといい詢

人気の石橋もその物語を伝えることで

良さがわかるんですよね。夜にはライトア

ップされる石橋もあるので、昼間とはまた

違う幻想的な姿もご覧になつていただき

たいですね。石橋はもちろんですが、逸見

邸の日本庭園も見どころのひとつ。4～ 5

月はツツジやミヤマキリシマ、サツキが

咲き誇りますよ。撮影にも最適 !

院内ふるさとガイド

向野茂さん
(むくのしげる)

…

[ス タンプ設置場所]宇佐市観光協会院内支部

■
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院内石橋群

TEL.0978‐ 42…6040
(宇佐市観光協会院内支部)

団宇佐市院内町副13812
自 900～ 17Ю018火曜日

躍二たヽ塾P2-C4他

高さ183mは町内最高を誇り、深い谷に架
けられた院内の石橋を象徴するものの一つ

道の駅から程近 く、散策にも最適。

三連のアーチカツ 1面に映った姿と相まって一つの風景を完成させて

います。戦時中の大改修にも関わらず、丁寧に石積みされた美しい

姿を今に伝えています。

名棟梁・松田新之JJの逸話が

残る橋で、ここから豊後富士

(山布岳)を望めることから
名付けられています。

今の技術なしで
こんな頑丈な橋が
造れたんだね

江戸時代から
昭和に造られた
橋なんだつて

鱚
.:111■



緑劉Ыこ納る02ニ
美しき、高貴端麗な名瀑

東椎屋の滝
85メートルの断崖から垂直に落下する様子が、

日本三大名瀑の一つ 。日光の華厳の滝に似ている

ことから「九州華厳」と称される東椎屋の滝。日本

の滝百選にも選ばれています。駐車場から滝まで

約 300メ ートルの遊歩道が渓流沿いにあり、夏は

清々しい緑とその間から降り注ぐ陽射しをあび、

秋には周囲を赤く映す紅葉を愛でながら歩く楽し

みがあります。カジカの鳴き声がどこからともなく

聞こえてくるのも何とも贅沢な贈り物。滝を裏側

から見ることのできる福貴野の滝、豊かな水量で

迫力満点の西椎屋の滝と共に宇佐三滝として多く

の人が訪れます。夏の滝開きが東椎屋の滝で行わ

れる時だけ、ホラ貝を吹く山伏が姿を現します。

帆足万里碑
(市指定史跡)

江戸時代、日出藩の儒学者

として活躍 した帆足万里。

夢にまで見た東椎屋の滝を

「心潔むる地」と語 り、2度
訪れた時の詩を読んだ歌碑

が残っています。

ガイドさんからの「ちよつといいヨL
ここの食堂から徒歩 10分とい

うと腰が引ける人が多いのです

が、帰つてくると「行つて良かつ

た～」と言つてくれます。気品の

ある格調高い姿はもちろん、夏

の涼しさは格別。天然のミス ト

に癒されてください

民宿・食事処「滝見苑」

池 田 由美さん
(いけだゆみ)

丁EL.0978-34‐ 4839(宇 佐市観光協会安t婉支部)

目馨黙、偉壇童慢講挿発型500円  蘊題圃Pl‐C4
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鮮やかな漆喰画が伝える 今も昔も変わらない人々の願い

安心院銀絵群○
「一富士二鷹三茄子」「松に渓谷の鷲」「赤い扇に兎Jな ど、日本ならではの縁起ものを鮮
やかな色彩で彩った銀絵。民家や土蔵の壁面に左官職人がコテを使って絵を描いたレリーフで

す。その歴史は高松塚古墳や法隆寺金堂の壁画と古く、江戸時代後半から昭和にかけて各地に

広がりました。全国約3000カ所とも言われる銀絵のうち、大分県では600点を超す銀絵が確

認されており、その文化は「大分の銀絵習俗」として国選択無形民俗文化財に指定されていま

す。その大分県において80カ所余りの銀絵がある安心院町は、設置密度日本一の銀絵のまち。

その背景には、腕のいい左官職人が安心院に多く存在していたこと、漆喰の材料となる貝が近

くにあったこと、養蚕業でまちが豊かだったことなどが挙げられます。当時は、大工や左官が

中心となって家を建てていたので、家が完成する最後の仕上げとして棟梁がお祝いに作ったと言

います。 100年以 Lの時を経て、雨が当たっても尚その色を美しく残すのは、浮き彫りになっ

た表面のみに色を付ける「上塗り」ではなく、下地から色を塗り被せて練り込んでいく手間を

かけた仕事(練り込み法)の賜。職人の心意気を感じながら、当時に思いを馳せるのも安心院散

策の楽しみ方の一つです。

虎(上 )

富士山(下 )

製作年 :明治 17年
作 者 :長野鐵蔵
エリア :下市・折敷田地区
※家屋 :重松家別邸

(市指定史跡 )

ガイドさんからの

「ちょつといい詢
昔は左官さんが漆喰を使つて、新築のお

祝いに描いていた銀絵。短い距離で新旧30

箇所も鑑賞できるのは安心院ならでは。空

襲もなく、道の改修がなかつたことが幸い

しました。百年たつても色が変わらず、古
いものが集中しているので見ごたえがあ

りますよ。

′ヽ

銀絵ボランティアガイド

上 鶴 養 正 さん
(かみづるやすまさ)
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龍
1書f雪 :軍畢踊取田通
※家屋 :重松家別邸 (市指定史助

恵比寿、大黒
鯉の三番豊

eガ イドさんと巡るスタンプラリーの旅

琴̀F今 1筆
作
薯:躍演粂葉酪

朝顔

脂|||:llllliド雌識ヒ助
製作年 :明治20年

作 者 :長野鐵蔵
エリア :龍王地区

TEL 0978-34-4839‐ 宇佐市手た
=奎
妻二■■1

宇仁市安.直 院ヽヨT下毛20ア41
9100^‐ 17100

Pl― B3
タンプ設置場所]宇佐市観光協会安心院支部
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こふれる04
岩窟の仏堂から

俗世を見守る三尊像

龍岩寺

石段を上り、細い道を通って岩をくぐると、岩壁

のくばみに収まるように建てられた「奥の院礼堂」

が見えてきます。間口 3間、奥行き 2間の建物の中

には、高さ 3m(月同回り3.3mの仏像が 3体。阿弥陀

如来像、薬師如来像、不動明王像の三尊像は、それ

ぞれ 1本の樟材から造られた一木造りの仏像で、

髪や衣など細部を簡略化し平面的に仕上げる特異

な技法を用いています。奈良の高僧・行基が宇佐

神宮を参拝した折り龍女に導かれて龍岩寺を開山、

一夜にしてこの三尊像を造ったとか。龍岩寺は行

基が建立した 49の院の内の 1つであることから

「院内」の地名が付いたといういわれもあります。

天平年間にはキリシタン大名 。大友宗麟によって

寺が焼き討ちにあったものの、奥の院礼堂と三尊

は難を逃れ、現在は共に国の重要文化財に指定。

また、床下に架かる丸太の階段は「きぎはじ」と呼

ばれ、三尊像を彫った残りの木を使った、簡素な造

りで、全国的に非常に珍しい様式のものです。

〇

イ子から薬師41来 1,像、阿JI陀11来11像 不動 ll「 1,像
fLにはlllが 少ない●1夕の配夕lを成している

L´ ‖́
Ll
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イドさんと巡るスタンプラリーの旅

龍
岩
寺
奥
の
院
礼
堂

（国
指
定
重
要
文
化
財
）

県
内
唯

一
の
木
造
建
造
物

・
奥
の
院
礼
堂
。

中
央
下
か
ら
右
に
か
か
る
の
が

「き
ざ
は
し
」
。

ガイドさんからの

「ちょつといい言詢

龍岩寺では中秋の名月の 2日前に観月

会を開催しています。屋根の隙間からさ

す月の光に仏像が自く浮かび上がり、そ

れはそれは幻想的です。定員があります

のでご予約はお早めに。

―・――ヽ ´‐‐一 ―
‐
、 l―
一

― ― ―――
‐

ヾ

院内ふるさとガイド

永 田 正 威さん
(ながたまさとし)

…

丁EL.0978‐ 42‐6560
亜宇佐市院内町大P3290-2

議 :躍ξ

(奥の院拝観料)  
日鐵 議 Pl‐ A3

stanrp

[ス タンプ設置場所]奥の院参道入口受付前



歴史の中で育まれた
豊かな蛯熙嵌えを後世ヘ
神仏習合をいち早く取り入れた宇佐神宮を中心に、院内の石橋、安心院の銀絵など、豊かな歴史文化を

発展させてきた宇佐市。県内 4つの国宝のうち 2つを有し、平和を願い戦争遺跡の保存に取り組むなど、

文化遺産を活用した魅力あるまちづくりを推進しています。

古墳時代 300年頃
400J手頃

500～

飛鳥時代 684年

奈良時代 717年一

720年 一

725年

725年

733年

746年頃

749年

平安時代 8∞年頃

823年

958年

1100年代初期

1123年頃

鎌倉時代 1209年

1243年頃

1250年

1280年 ‐

1311年

1333年

現在の「風土記の丘」に前方後円墳群が造られる。赤塚古墳、免ヶ平古墳など

各地に方形集溝墓や円墳などが造られる。糸口遺跡や葛原古墳、高倉古墳など

各地に横穴墓群が造られる。四日市横穴群、水雲横穴古墳群など

縄文式土器を使つた生活が行われる。中原遺跡・別府遺跡など

宇佐平野でこの頃から稲作が始まる。台ノ原遺跡(袋状貯蔵穴の炭化米)

この頃から寺院が建立される。虚空蔵寺跡 。法鏡寺廃寺跡など

'清水寺開基

|八幡神が隼人を討ち、放生会が始まるという(異説あり)
.宇佐神宮 本殿第一殿造営

|八幡神を小山田社より小倉山にうつす(宇佐宮第一殿)

1宇佐宮第二殿を建て比嘩神をまつる

1龍岩寺開基

|八幡神が東大寺大仏の造立に祭し託宣を下し、完成間近の大仏を拝する

1鷹栖観音堂開基 (寺伝)

1宇佐宮第二殿 (祭神・神功皇后)を造営する

1芝原善光寺開基

1龍岩寺三尊仏造立

1宇佐宮の御田植祭が始まつたといわれる

「
石清水八幡宮別当田中祐清が孔雀文碧 (国宝)を弥勒寺に奉納する

1神子栄尊が円通寺を開山したという

1芝原善光寺本堂再建

1龍岩寺礼堂建立

1大善寺薬師如来坐像造立

1大楽寺開基

1大楽寺が後醍醐天皇の勅願寺となる13341F― ―



年表

室町時代 1350年頃 光岡城築城

1358年   ● 懐良親王が宇佐神官に御剣(国重文)を奉納する
1362年 東光寺建立

1428年   ● 楢本磨崖イ′ヽ法立

明

一
， 大

昭

宇佐神宮本殿が国宝に指定される

孔雀文磐が国宝に指定される

文化財保護都市を宣言する

成平

1953年

1976年

1981年

1985年

1987年

1998年

2010年

2011年

県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館が開館する

宇佐神宮の宝物館 。参集殿が完成

およそ 300百万年～ 400百万年前のミエ象の化石が発見される

県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館が増改築され、県立歴史博物館が開館

文化財修復現場公開事業開始(宇佐神宮ほか)

双葉山生誕 100年記念事業開始
超六十連勝力士碑建立、横組白鵬宇佐神宮で奉納土俵入リ

|][[曽1覆]:こil[[:言 :i:た

と言われる舞ニィtィマF月
1増

霞軍:詈畠曇
洞
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勅使街道
宇佐神宮には天皇即位や国家異変の際に勅

使(ちょくし一天皇の使い)が派遣されまし
た。都から通じる官道を進んだ「宇佐使
いJと称される一行は、宇佐川の岸辺にあ
った宇佐駅で支度を整え、宇佐宮の正面玄

関である呉橋 (朱色の屋根付橋)へと向か
いました。このことから、呉橋へ通じる道

は勅使街道と呼ばれました。今も10年ごと

に勅使が派遣されています。現在は新しく

表参道が作られたため、勅使街道は「西

参道」と呼ばれています。

御許山・大元神社
標高647mの御許山は別名「馬城峰」と呼ばれて
います。山頂には三つの巨石が磐座として祀られ

た溶岩円頂丘 (溶岩ドーム)の神籠山で、慶応4年
1月の「御許騒動」の舞台ともなりました。ちな

みに、縁起飾りなどで知られる「万年青」はこの

山に起源があるとされています。この御許山の9

合目にあるのが「大元神社」。拝殿裏の鳥居より

向こうは禁足地となっているため、入ることはで

きません。ちなみに、三つの巨石も禁足地内に鎮

座しています。

田宇佐市大学正党寺  回 P3‐ F4

■

・

□宇佐市大字南宇佐

＼

岬 P3-D3

宇佐参宮線26号蒸気機関車けラウス∋ 広瀬丼手
明治27年、博多―久留米間で使用されていたドイ

ツ・ミュンヘン市クラウス社製の蒸気機関車は、引

退後、宇佐参宮線 (宇佐八幡―豊後高田市)で「26
号機関車」として

現役復帰しました.

この路線が廃止さ

れるまで、参宮線
の主役として、宇

佐神宮への参拝客
の夢と希望を乗せ

走り続けたのです(

回宇佐市大字南宇佐

駅館川東岸の地域は雨水に頼った農耕のため、農

民は大変な思いで農業を行っていました。多くの

人が水路工事に着手しては多くの難所で挫折。引
き継いだ南一郎平
は資金の工面に奔
走、工事に心血を

注ぎ、なんと水路
0ま 120年 という長
い年月を経て完成
しました。

回 P3-D3 団宇佐市大学長洲～宇佐市院内町広瀬

もtamp dё捕∝Nru USA

表参道から工参道ヘ

1 宇佐神ウの元宦
ヘ

走れ !ク ラウステ 120年の悲願



光寺

菫
豆
釜
口

■

ヽ ′^

目IJ

日本三善光寺のひとつ、豊前善光寺 (芝原善光寺)。 梵天山法性院善光寺と称し、958年 に空也上人
によって創建されたと伝えられています。当初は天台宗でしたが、時宗に転宗して、現在は浄土宗に。

本堂は和唐折衷の鎌倉時代建築様式を伝える建造物として国の重要文化財に指定されています。また

創建時の鬼瓦が本堂内に保存されており、県の有形文化財に指定されています。境内は広大で森も深

く、静寂の中に四季折々の美しさを見せています。

TEL.0978‐ 32-7676 田宇佐市大字下時枝 口あり  回 P2‐ B2

廻船業、商業、そして漁業も賑わいを見せていた長洲地区。宇佐神宮造営の折には材木の荷揚げも行われ

たと伝えられています。江戸時代には島原藩の飛び地として栄え、その影響からか乾麺づくりも脈々と受

け継がれています。麦焼酎や清酒の酒蔵も点在しており、漁師町らしい「せど間」と呼ばれる狭い路地を

歩きながら、街並み散策が楽しめます。また、この賑わいを思い起こさせる「浜の市」が長洲漁港にて毎

月最終日曜日に開催されています。地元漁師が水揚げしたばかりの新鮮な魚介類、農産物などがずらり。

団宇佐市大字長洲  四 P3‐ Dl

浜の市

創建当初の人鬼えも

stamp de meguru USA
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漁師町をめぐる曇史牧策

長洲の町並み
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5せイこ後半の指導者が
'民

る?

葛原古墳
宇佐市四日市の国道 10号北側に広がる水
田地帯にある「葛原古墳」。田んぼの真ん

中にぽつんとあるこの古墳は、明治22年、
桑畑にするため、古墳の上を開墾していた

村人により発見されました。径53m、 高さ

約 6mを測る大型の円墳で、竪穴系の石室
内からは国産の鏡、勾玉、鉄剣、甲冑など

多くの副葬品が出土しています。別名「鬼

塚古墳」とも。また、埴輪片が採取されて

いることから、埴輪が整然と並んでいた様

子が想像できます。
団宇佐市大字葛原字鬼塚  回 P2‐C2

重称「百火」、古代の人々がl・tる 墓地

四日市横穴墓群
「大乗院」から南に約200m、 西の斜面に防空壕
のような穴。これが「四日市横穴墓群」です。彩

色された文様を描いたものもあり、有力者が祀ら

れていることがう
かがえます。約161

基が南北に分かれ
た6世紀末から7
世紀の古墳時代後

期の共同墓地で古

代に思いを馳せて

みては?

団宇佐市大字四日市字一鬼手・加賀山 回 P2‐C3

不気未な基は何 を物語る!?

十 宝 山 大 乗 院 鬼 の ミ イ ラ

宇佐市四日市「音の調べ通り」を南に歩くと、急
な階段を携えた「大乗院」があります。ここに安

置されているのが「鬼のミ

イラ」。座高は14m立てば
2mを超える大きな鬼。不
気味な姿ながら、現在では

地域の方々に親しまれる存

在となっています。

口宇佐市大学四日市3761
口9:oo～ 16100口 あり
回回I P2‐C3

景色も美しぃ典の院

天福寺奥の院
四日市から県道44号 。通称麻生道路を耶馬渓方面
に車で5～ 6分走ると、右手の山の中腹にぽっか
りと空いた穴が見えます。それが「天福時奥の
院」です。奥の院は石窟になっており、70体余り
の木彫りの仏像が納められています。昭和49年に
発見された塑像3体は国の重要文化財に指定され
ました。足に自信のある人でも、片道20～ 30分
かかります。駐車場に置かれている杖をぜひご持
参ください。途中石段が壊れているところもある
ので十分ご注意を !

団宇佐市大字黒 日あり  回 P2‐B4
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殺仏の御開帳をお見塾 レなく

清水寺
旧三光村に抜ける清水 トンネルヘの登り口

里山のふもとに静かにたたずむ清水寺。

717年に仁聞菩薩が開基し、寺地の岩腹か
ら清泉が湧き出していたことがその名の由

来とされています。寺には仁聞作と言われ

る木造十一面千手観音立像をはじめ、古文

書などがあり、 1月 10日 、8月 10日 の千日

会には観音堂を開帳します。この2日 間の

み、秘仏の十一面千手観音立像を拝観でき

るので、お見逃しなく !九州西国三十三観

音霊場第3番の札所でもあります。
‐

団宇佐市大字清水 回田I P2-A2

壺く本州までを貫あヽ十せの出城跡

光岡城跡
宇佐市長峰には、16世紀に赤尾氏が戦の際に立て
こもったとされる光岡城跡が今もなお史跡公園と
して残されています。光岡城跡は、高さ130mの
山の上につくられた城跡で、その面積は南北140
m、 東西80mあ り、発掘調査によると山の斜面を
切り開いて平らな部分をつくり、見晴らしの良い

北側に物見やぐらを含む6棟の建物が建てられて
いたとか。宇佐平野を望む景色も美しく、天気の
いい日には本州・山口付近も望めます。

団宇佐市大字赤尾 日あり  回 P2-A3

時代を亥1あ 板ヽ碑や石碑

妙楽寺
寺伝によると806年に開基し、その後、天台宗
の僧侶 。頼厳によって再興された妙楽寺。境内

には頼巖供養のために建てられた板碑が、また

寺周辺からも石柱

塔婆や瓦製経筒が

発見され、いずれ

も県指定有形文化

財に指定されてい

ます。

全リロには名の力1よ ねた烏居も

仙岩山の景
国指定名勝・耶馬漢の一部である麻生耶馬で知
られる「仙岩山J。 かつては修験場であったと

伝えられ、岩陰の宝陀寺奥の院には観音様が安

置されています。
登り口には「仙岩
山」の名が刻まれ
た鳥居が立ってい

ます。

回 Pl‐A3団宇佐市大字木内236  回 P2-B4 団宇佐市大字麻生

宇
　
佐

卜J t



虚空蔵寺跡・瓦窯跡群
宇佐別府道路宇佐インターにほど近い山本の和田

酒店西側に虚空蔵寺跡はあります。白鳳時代創建
の寺院跡で七堂伽藍を有したといわれており、堂

塔の配置が法隆寺西院伽藍と同じ形式で、虚空蔵

寺を125倍にすると法隆寺と重なる、軒先瓦の文
様が同じなど、畿内との密接な関わりを示してい

ます。また、 7世紀末から8世紀後半にかけての
窯跡も見つかり、法隆寺系文様の瓦を生産する窯
としては九州で初の発見となりました。

口宇佐市大字山本  回 P2‐C3

stamp de meguru USA

人師修FrFの唐盤を今に伝える景勝地

高野堂の景
県道円座中津線沿いに位置する風光明媚な景勝地。
伊呂波川に架かる古い石橋を渡ると素朴な顔の仁
王様が出迎えてくれます。仁王様の間を通り抜け、
石段を登った先にある小さな御堂が「高野堂」。
名前からもわかる通り、弘法大師信仰ゆかりの御
堂です。当時は 8～ 12kmも離れた村々からも
人々が参詣し、猪ノ鹿倉に菓子屋37軒、東川ノ
内フタギノ川原に13軒店が出て、菓子や酒を売
る繁盛ぶりであったと言われています。

口宇佐市大字麻生  回 Pl‐A2

宇佐の先な
ゎ が ま ち が 生 ん だ 偉 人 1約 8ヽ 田 年

「文学の神様」と呼ばれた新感覚派
の作家。大正。昭和の文壇で活躍
しました。

1912～ 19681「

前人未到の69連勝を成し遂げた昭
和の大横綱。引退後は相撲協会理
事長としても功績を残しました。

全財産を投じて、広瀬丼手を完
成させた。「日本三大疎水の父」
と呼ばれています。

1898-1961年
四コマ漫画の創始者で「/ンキナトウ
サン」で脚光を浴びた漫画家です。

!|)()()|「 ヽl()81 fl:

幅広い音楽の作曲活動をし、日本
の現代音楽を世界に紹介した「民
族派の音詩人」と呼ばれました。

1836～ 1919年

法淡寺と密織な関係 ?

』
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農家が提供するで

'か

な自然とあたたかいおもてなし、そしてそれを求めてリフレッシュに訪れる都市の人 。々

安′こ、院がいち早く取り組んできたグリーンツーリズムは、

守り続けて来た自然と生活を支えてきた農業への誇りから生まれたもの。

かつてム1官さんが家を建てたお祝いに銀絵を贈ったように、心をこめた思いにこそ、おもてなしの真髄があります。
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水墨面に紛れ熱んだようなせ界

安心院の朝霧
深い霧に包まれた安心院盆地の朝はまさに

水墨画の世界。松本清張の小説の一節にも

登場する荘厳な風景は、かつて安心院を訪
れた作家・司馬遼太郎から「日本一の盆地

風景」と絶賛されました。この深い霧や、
朝夕の寒暖差など、盆地ならではの気候が、

質の高いブドウを育み、芳酵なワインを醸
します。

団宇佐市安心院町

■
Ｅ
Ｅ
幽

境内には様々な奇形も

三女神社
深見川に沿う高台にあり、由布・鶴見と竜
王山を一望する三女神社。田心姫 (たごり
ひめ)。 瑞津姫 (たぎつひめ)。 市杵島姫
(いちきじひめ)の三女神が御許山から亀
山、三角池、妻垣山、宮之原などを巡幸し、
この地に171Eられています。いわゆる宗像三

女神で、海や航海に関わる神として信仰さ
れていたといわれています。一帯から発掘
された石棺が墳墓や祭llEの聖地だったこと

を物語っています。

団宇佐市安心院町下毛  回 Pl‐ B3

お粥を供えると

`し

が出る ?

下市磨崖仏
三女神社参道入り回の岩肌に、薄肉彫り、もしくは
半肉彫りの尊像が計H躯あります。室町期の磨崖仏
と考えられていますが、南東壁の4躯の阿弥陀像は
彫りが深く、並びが

平安後期以来の阿弥
陀浄土への信仰を表
しています。乳を求
め祈願すると必ず乳
を授かる、と伝えら
れ、別名乳不動とも
呼ばれています。

楢本磨崖仏
室町時代の磨崖仏の特色「かまぼこ型。半肉彫り」
を代表する史跡と言われています。縦約45m
幅約40mの 2段の岩に彫られており昭和32年に
県指定史跡に指定
されました。不動
三尊、薬師三尊の
ほか十二神将や仁
王、地蔵菩薩など、
仏の世界を表現し
た曼荼羅となって
います。

団宇佐市安心院町下毛  回 Pl‐B3 □宇佐市安心院町楢本  回 Pl―C3

=T・
…………
・

「

I I

仏のせ界を表現 レた曼恭羅

に」
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14の仁エ

南光寺仁王像
かつて安心院盆地には四光寺と呼ばれる4
つのお寺がありましたが、現存するのは東
光寺と、この南光寺のみ。南光寺山門に立
つ木造の阿咋の仁王 (金剛力士)像は迫力
満点。クスの木の寄木造りで高さ2m27cm
胸囲 l m73cm、 筋肉隆々として男性美に

満ちた力強い風貌は、鎌倉期の特色を表し

ています。移転前の寺跡からは鎌倉時代の

古瓦が多く発見されているため、創建も鎌

倉をくだらないのではと言われています。

県内でも2番目に古い木造の仁王像です。
団宇佐市安心院町松本  回 Pl― B3

■

■
国
出

なの四方に二輪感四門の梵字

最明寺五輪塔
安心院盆地の中央に広がる水田の中にあった古びた五

輪塔3基。現在は、最明寺境内に移転され、そのうち
の一つは県指定有形文化財に指定されています。五

輪塔は下から四角。

円。三角・半円・如
意宝珠形の五輪を積
み上げ、地・水・火
・風・空の五大を表
しています。北条時

頼にまつわるお寺で

もあります。

団宇佐市安心院町下毛  回 Pl‐ B3

魚名時代の松本清派も労れた

妻垣神社
神武天皇が東征の折りに宇佐に立ち寄られ、食事
を饗す場所として菟狭津彦 (う さつひこ)と菟狭
津媛 (う さつひめ)が「足一騰宮 (あ しひとつあ
がりのみや)」 を

造らせたと伝えら
れています。宇佐
神官とゆかりの深
い八箇社の一つで
もあります。

団宇佐市安心院町妻垣  回 Pl‐ B3

出磯に
'民

る十蔭公の■

細川幸隆廟所
かつて竜王山にあった龍王城は、豊前国小倉藩

初代藩主細川忠興の弟・細川幸隆が城主を務め

た城。幸隆の死後、その霊を祀った廟が妙奄寺
の境内に残されて
います。平成20年、

自山神社遺跡、法

蓮法器塚と共に、

初の宇佐市登録史

跡に指定されまし

た。

が生んだ偉人がまち

¶
ｆ

Ｈ
江戸末期から明治にかけ

て日本の本草学を大成さ

せ、近代植物学の基礎を

築いた人物です。

幕末期、高熱溶鉱に必要

な反射炉や耐火レンガを

考案、製造し、優れた大

砲を鋳造しました。

1796～ 1880年

団宇佐市安心院町龍王字古城  回 Pl‐ B3

』

ヽ
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国

■

名勝耶馬漢」のひとつ

仙の岩
中津市の競秀峰と並んで称される「仙の岩」。
100mの大絶壁平岩や大中小の屏風岩や大巌寺
(だいがんじ)岩窟 。奥の仙岩窟などがあり、昔
から山岳仏教の聖域となっています。大昔、イン

ド僧法道仙人がいたので「仙の岩」と呼ぶように

なったと言われています。仙の岩は頂上まで登る
ことができ、頂上からは由布岳、鶴見岳を正面に

見ることができます。周囲は公園整備がされてお

り、春には桜を楽しむこともできます。

団宇佐市安心院町鳥越  回 Pl‐B3

せ界重産の工まながモデル

深見五重塔
安心院町出身の糸永貞樹氏が故郷への感謝の念を込めて昭
和48年に建立したもの。かつては大変栄えていたが、現在
では廃寺となった「大建寺」の跡地にふさわしい仏塔を建
立して、我が国の古き良き伝統を残したい、という思いか
ら造られました。美しさで定評のある京都の国宝・醍醐寺
の五重塔をモデルにしています。九州では珍しい木造の五
重塔です。

TEL 0978-44-4530
回宇佐市安心院町鳥越 口あり  回 Pl‐B3

姜・ヽ 読唯―の 3 itア ーチ橋

今丼橋
安心院町の石橋としては唯―の指定文化財である
今丼橋。今井の酒造業佐藤専次郎氏が計画し、町
内下市の業者が請け負っていたようですが、誰が
作ったのか、石工

名は不明のまま。

河川改修のため、

撤去の予定でした

が、住民の要望に

より、保存、活用
がされています。

樹齢 looo年 遂えの音木

山蔵のイチイガシ
「イチイガシ」は、宇佐市の市木でもあり、市内
の多くの神社境内にあり、鎮守の社を形成してい
ます。昭和30年に県指定
天然記念物となった「山

蔵のイチイガシJは、根
周り121m、 高さは24m
に及び、日本有数の大きさ

を誇ります。樹齢も1000

年を超えた、生命力あふ

れるイチイガシです。

田宇佐市安心院町山蔵
回回I Pl‐ C2団宇佐市安心院町大  回 Pl‐ B3
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佐口地区の健鍼守

佐田神社
元治元年の再建で、当時の豪商、山路屋・小倉屋

などが中心となり建立されました。本殿には長さ

3mにおよぶ龍の彫刻などいたるところに優れた
彫刻が施され、観るものを圧倒します。境内には

板碑が 4基あり、そのうち 2基が県指定有形文化
財となっています。板碑は梵字を薬研彫りし、時

宗教徒による造立の銘が刻まれています。境内の

北側には島原藩主の命を受けて大砲鋳造を企画、

民間で初めて完成させた反射炉碑が立っています。

団宇佐市安心院町佐田  四 Pl‐C3

矩の条かる滝を

福貴野の滝
「雄滝」と「雌滝Jか らなる「福貴野の滝」。高さ65mの滝を
裏から見ることができるので、別名「裏見の滝」と言われて

います。また、「龍泉寺の滝」とも呼ばれ、龍泉寺の裏の滝

見台から見下ろす景観は多くの文人墨客の心をとらえ、好ん

で作品の題材としたと言われています。 6～ 7月 の朝 7～ 8

時頃の天気の良い日のみ滝に虹が架かるのも幻想的。

団宇佐市安心院町福貴野 口あり
ロロロ Pl‐ B4

者代13本のストーンサークル ?

佐田京石・米神山
米神山は、高さ475mの形のよい山で途中
に「月の谷」「陽の谷」と呼ばれる環状列

石があります。古代人が神々を祀つたとさ

れる祭祀場があり、道々の巨石が入山者を

迎えてくれます。また、米神山の西南に「佐

田京石」と呼ばれる、柱状の巨石が9本並

んでいます。米神山の中腹にある自然の

石柱群と相対し、太古祭祀の遺跡ではあ

るまいかと推定され、佐田京石は祭祀遺産

なのか、鳥居の原型なのか、仏教の経石な

のか、様々な説があります。 町桂需要忠躊器種N出名
口あり
回 P卜 c2

安
心
院

一
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混乱の時代にも、静かに人と人とをつないできた石橋の数々。

今もなお人々の生活を守り、支えるシンボルは、腕を誇った石工たちの意地とプライドをかけた作品群。

自然を取り込んだ美しいフォルムもさることながら、災害にも耐えてきたその強靭な造りが、

過去から未来へと続く架け橋となって時を刻みます。



自然豊かな渓谷は、一枚岩の岩盤を流れる清流が約2kmにわたって続き、素足で沢歩きが楽しめま
す。初夏は新緑を、夏には涼を求める人やキャンプを楽しむ多くの人で賑わい、隠れた穴場とし
て脚光を浴びています。キャンプ場 。川開き当日は、シーズン中の安全祈願(神事)を行いその後、
十ケ平神楽社による勇壮な神楽の舞やもちまき、イノシシ汁の無料配布、ソーメン流し等のイベン
トが開催されます。※施設 :テント、バンガロー等があります。

口宇佐市院内町定別当  回 Pl‐A3

stamp de me9url usA
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奇岩が作り出す名出

鹿嵐山・地蔵峠の景・
シャクナゲ群生地
大分県北西部の奇岩・奇峰で知られる耶馬漢の一

角にあり、雄岳(758m)と 雌岳(730m)か らなる九
州百名山の一つです。院内。安心院からは鋭く、
玖珠からはなだらかな双子峰と、様々な山体を見
せてくれます。途中の「地蔵峠の景」は万里の長
城を思わせる、素晴らしい景観です。足下は30m
以上の崖となっているので、気合を入れてチャレ
ンジを。シャクナゲの群生地でもあり、毎年4月
29日にはシャクナゲ深勝登山会が行われています。

団宇佐市院内町小野川内

回困I Pl‐ A3

院

　

内

「

 ¬

国
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マチュピチュと大薇参

西椎屋の景と西椎屋大銀杏
国道387号線から望む西椎屋地区の棚田の景観が「空中都市」
とも呼ばれている世界遺産の南米ペルーのマチュピチュにそ
っくりなことから「宇佐のマチュピチュJと呼ばれるようにな
り、話題を呼んでいます。また、この西椎屋地区の中では樹齢
1300年 と伝えられる県下最大の銀杏があります。現在は市指
定天然記念物に指定されています。秋にはとても美しい色に染

まり地元では、乳の出ない人がこの気根
に触ると、出るようになるとの謂われが
あります。

団宇佐市院内町西椎屋  回 Pl‐A4

1帥伝説がなる名瀑

西椎屋の滝
玖珠町との境界付近に位置する名瀑で、日本の滝
百選に選定。豊かな水が落差86mの断崖を一気に
落下する様は豪快で、東

椎屋の滝、福貴野の滝と

ともに「宇佐の三滝」と

言われています。この滝
つぼに住む大蛇を鎮めるた

め、社を建て、龍神として

祀ったと言われています。

田宇佐市院内町西椎屋
玖珠町日出生

回 Pl‐A4

岩の間をぬって落ちる美し、ヽ滝

余の滝
駅館川上流の恵良川支流余川にかかる滝。落差
48mの本滝の下方に小滝が広がり、通常は水量も
少なく、水が岩と岩の間

をぬって落ちています。男リ

名「末広の滝」とも呼ばれ

ています。近くには「日本
の棚田100選」に選ばれた

両合棚田もあり、散策する

には絶好のコース。三滝に

劣らない人気の滝です。

団宇佐市院内町上余

回 Pl‐B3

オオサンショウウオ
日本固有・世界最大の両生類で国の特別天然記念
物にも指定されています。九州で唯―の生息地・

および南限地であるのが宇佐市余りIは 「道の駅い
んない」で、院内

町の水路で保護さ

れた体長 lmを超
えるオオサンショ

ウウオを文化庁の

許可を得て一般公

開しています。

マ十一を守つて見学 を

逸見邸庭園
ご主人の逸見克彦さんが自らの手で40年の年月
をかけて、愛情をこめて丁寧に作りあげたもの
です。四季折々に変わる美しい景色を楽しもう
と多くの観光客が。
逸見邸は個人宅な
のでマナーを守っ
て見学を。

団宇佐市院内町余地区  回 Pl‐A4 団宇佐市院内町栗山85  回 Pl‐B4

生きたイし形に会いに行 こう !



stamp de meguru USA

llaか しい日本の原風景

両合棚田・両合川橋
両合棚田は、約 120枚の棚田で構成されており、
日本の棚田百選に選定されました。宇佐市院内町

の余谷の東南部に滝貞と小平の集落があり、両集

落の間を余川の支流・滝貞川が流れ、その両側の

急斜面に棚田が広がっています。昔ながらの掛け

干しによる稲作を続けており、地域一帯で景観を

守っています。棚田を流れる川には、石橋の両合

川橋が架かり、懐かしい日本の風景を思い出させ

ます。

団宇佐市院内町小平・滝貞 回 Pl‐ B4

■

植FrF深ぃ不動14エ
お  さか  ふ  どう   ―  ~  ~ ~~~

小坂不動
山号は明王山で、眼下に小坂の集落と津房川を

見下ろす小高い丘陵の中腹の岩窟の中に建てら

れています。この堂に像高480cmの大きな塑像
の不動明王があり、

伝承によると鎌倉

時代の仁聞菩薩の

作と伝えられてい

ます。

団宇佐市院内町小坂  回 Pl‐ B2

6せ紀後半の音墳群
すのリ  ーーーーーーーー ´

水雲横穴古墳群
原口地区の恵良川右岸崖面にほぼ南北に1列に並
ぶ形で造営されており、50基近い横穴が確認でき

ます。横穴は直接崖面に面しており、これらの横
穴のうち、4基にベ

ンガラの赤色で描か

れた装飾があります。

玄室の形態から6世

紀後半の物とみられ

ています。平成の森

公園や道の駅の近く

にあります。

団宇佐市院内町原口  回 Pl― B3

宇佐の売孝

わがまちが
生んだ偉人

明治期の自由民権運動家。衆議

院議員でもありました。

1867～ 1947年

鳥居橋や荒瀬橋など宇佐市を代

表する石造アーチ橋を10基以上

架けた石橋づくりの名工。

1843-1922有

一
　

　

・

「
あ

松
田

新
之
助

卜

Ｆ

』
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01:宇佐神宮本殿
02:孔雀文磐

大字南宇佐

大字南宇佐

昭和2ア年 11月 22日 :宇佐神宮

昭和28年3月 31日 :個人

回
目
園
薗
型
■
「

:院内町大門

:院内町大門

1院内町大門

:院内町大門

:大字南宇佐

雌 刊は、:大字南宇佐

01:木造阿弥陀如来坐像
02:木造不動明王坐像
03:木造薬師如来坐像
04i龍岩寺奥の院礼堂

051銅鐘
06:木造神像大爛麟命」糠、大鶏建子」跛
:       雌鳥星女坐像、隼総別皇子坐像

07:白鞘入剣               i大 字南宇佐
08三 善 光 寺 本 堂

_____―

一 ― 一 一 一
二
2亘 ヨ 萱 壁 三 _____

09:宇佐宮神領大鏡            :大 字南宇佐
10:塑像三尊仏像残欠(3)        :県 立歴史博物館 (寄託)
111木造弥勒仏及両脇侍像 ~~~~~~~:大 字南宇佐  ~~十

~

12:木造薬師如来坐像(弥勒寺金堂旧本尊) :大 字南宇佐

141木造四天王立像   _____―――――
=埜
ヨヨ■生______

15:綾鞭 法柵 0日宇榊 宮槻 障刊D四曲屏風1県立歴史博物館

:附綾本著色法華経絵(  同  応永本)二曲屏風 :

昭和25年8月 29日 :籠岩寺

昭和25年8月 29日 :龍岩寺

昭和25年8月 29日 :龍岩寺

昭和25年8月 29日 :龍岩寺

昭和25年8月 29日 :宇佐神宮

昭和25年8月 29日 :宇佐神宮

昭和25年8月 29日 :宇佐神宮

昭和25年8月 29日 :善光寺

昭和45年5月 25日 :宇佐神宮

昭和50年6月 12日 :天福寺

軍翌里墨 :漸 _二 塾壼 i
平成元年6月 12日  :大善寺

平成2年 6月 29日  :宇佐神宮

平成5年 1月 20日  1大 楽寺

昭和54年6月 6日  :大分県

01:葛原古墳
02:四日市横穴群
03:法鏡寺廃寺跡
04:川部・高森古墳群

05:宇佐神宮境内

大字葛原

大字四日市

大字法鏡寺

(車坂古墳分)大字川部字車坂・地蔵堂

(鶴見古墳分)大字川部字鶴見

(免 ケ平古墳分)大字川部字寺ノ内・免ヶ平

(福勝寺古墳分)大字川部字福勝寺

(角房古墳群分)大字高森字角房

(赤塚古墳分)大字高森字京塚

大字南宇佐、正覚寺、日足

昭和32年11月 28日 1葛原地区

昭和32年11月 28日 :宇佐市

昭和53年3月 14日 :宇佐市・個人

昭和55年3月 24日 :大分県

昭和61年2月 25日 :宇佐神宮、農林水産省他

01:オ オサンショウウオ 駅館川水系 昭和27年 3月 29日 1宇佐市

オオサンショウウオ生息地

宇佐神宮社叢

院内町旧南院内村全域

大字南宇佐

昭和2年 4月 8日  :宇 佐市

昭和52年 4月 12日 :宇佐神宮

01

02

03

04

05

06

高野堂の景

仙岩山の景

龍泉寺の滝の景

仙ノ岩の景

東椎屋の滝の景

西椎屋の滝の景

大学麻生字井ノ加倉

大字麻生字仙岩山

大分県 (管理団体 )

大分県 (管理団体 )

大分県 (管理団体 )

大分県 (管理団体 )

大分県 (管理団体 )

大分県 (管理団体 )

耶馬漢

宇佐市 文化財一覧
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07:耶馬漢  :地蔵峠の景 院内町小野川内字鹿嵐

01:両合りll橋

02:橋詰水路橋
03:鷹岩橋
04:中島橋
05:水雲橋
06:念仏橋
07:櫛野橋
08:真宗大谷派四日市別院本堂一棟
09:真宗大谷派四日市別院経蔵一棟
10:真宗大谷派四日市別院太鼓楼一棟
11:真宗大谷派四日市別院土塀及び石垣―基

12:真宗大谷派四日市別院石橋及び水路石垣―基

院内町滝貞・小平

院内町小稲

院内町斉藤

院内町斉藤

院内町原口

院内町温見

院内町櫛野・香下

宇佐市大字四日市宇寺町1425-1

宇佐市大字四日市字寺町1425 1

宇佐市大字四日市字寺町1425 1

宇佐市大学四日市字寺町1425-1

宇佐市大字四日市字寺町1425-1

平成10年 1月 16日

平成10年 1月 16日

平成13年 11月 20日

平成13年 11月 20日

平成13年 11月 20日

平成13年 11月 20日

平成13年 11月 20日

平成21年8月 25日

平成21年8月 25日

平成21年8月 25日

平成21年 8月 25日

平成21年 8月 25日

宇佐市

宇佐市

宇佐市

宇佐市

宇佐市

宇佐市

宇佐市

真宗大谷派四日市別院

真宗大谷派四日市別院

真宗大谷派四日市別院

真宗大谷派四日市別院

真宗大谷派四日市別院

Ｅ
Ｅ
稲
田
■
「

01:木造十二神将
02:蓮華寺跡五輪塔
03:滝貞石憧
04:覚正寺支坊石檀
05:銅造厨子入菩薩形立像
06:鳥居橋
07:御沓橋
08:佐田社板碑(2)
09:大年社板碑(2)
10:石造五輪塔

11:木造金剛力士立像(2)
12:善光寺板碑

13:梵鐘
14:到津文書

15:」 山ヽ田文書

16i永弘文書

17:八幡宇佐宮御託宣集

18:北辰神社
19:高倉

20:西大門
21:南中楼門
22:呉橋
23:神輿附襖絵二枚
24:宇佐宮古図
25:木造阿弥陀如来坐像
26:五鈷杵
27:絹本著色仏涅槃図
28:八幡鳥居
29:法鏡寺古瓦(2)
30:弥勒寺古瓦
31:芝原善光寺鬼瓦
32:石文
33:天福寺奥院仏像群(40)

院内町大門

院内町小坂

院内町滝貞

院内町副

院内町土岩屋

院内町香下・新洞

院内町御沓・二日市

安心院町佐田

安心院町山蔵

安心院町下毛

安心院町松本

大学下時枝

大字南宇佐

大字南宇佐

県立歴史博物館 (寄託 )

大学南宇佐

大学南宇佐

大字南宇佐

大字南宇佐

大字南宇佐

大学南宇佐

大字南宇佐

大字南宇佐

大字南宇佐

大字法鏡寺

大字南宇佐

大字南宇佐

大字南宇佐

大学法鏡寺

大字南宇佐

大学下時校

大字芝原

大字黒

昭和49年3月 19日 i龍岩寺

昭和51年 3月 30日 1個人

昭和55年 4月 8日  :滝 貞地区

昭和57年 3月 30日 :覚正寺

平成4年 3月 27日   個人

平成4年 3月 27日  :宇佐市
平成10年 3月 20日 :宇佐市

昭和34年 3月 20日 :佐田神社

昭和47年3月 21日 1大年社

昭和33年3月 25日 :最明寺

昭和32年 3月 26日 1松本地区

昭和35年 3月 22日 i善光寺

昭和35年 3月 22日 :大楽寺

昭和35年3月 22日 :個人

昭和35年3月 22日  個人
昭和35年3月 22日 :個人

昭和35年3月 22日 :宇佐神宮

昭和43年 3月 29日 :宇佐神宮

昭和43年3月 29日 :宇佐神宮

昭和43年 3月 29日 1宇佐神宮

昭和43年3月 29日 :宇佐神宮

昭和43年 3月 29日 i宇佐神宮

昭和43年 3月 29日 1宇佐神宮

昭和43年3月 29日 :宇佐神宮

昭和44年3月 22日 :任聖寺

昭和44年3月 22日 :大楽寺

昭和44年3月 22日 :大楽寺

昭和44年3月 22日 :宇佐神宮

昭和46年3月 23日 1個人

昭和46年3月 23日 :宇佐神宮

昭和46年3月 23日 :善光寺

昭和46年3月 23日 :個人

昭和50年3月 28日 :天福寺
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34:妙楽寺板碑              :大 学未内

35:成恒文書 附 家図二巻        :県 十歴史len館 (寄託)
36:太刀(豊後国行平)           :県 立歴史len館
37:瑞雲寺遺跡出土遺物          :県 立歴史博物館 (寄託)
38:成田家短刀              :県 立歴史博物館

39:金丸宝筐印塔             :大 学金丸

40:稲積山石柱塔婆            :県 立歴史博物館 (寄託)
41:妙楽寺木造阿弥陀如来坐像附木造仏(6):大字木内
42:五所家刀               :大 字葛原

43:光明寺木遺聖観音立像         :大 字松崎
44:五所家刀(銘信国源吉定)       :大 字葛原
45:太刀(豊後国行平作)          :県 立歴史博物館
46:と くしん橋              :大 字山本

47:善光寺銅造阿弥陀如来立像       :大 字下時校
48:宇佐神宮太刀(弘包作)        :大 字南宇佐
49:宇佐神宮太刀(信国作)        :大 学南宇佐
50:永弘家刀(輝行作)           :大 字南宇佐
51:宇佐神宮刀(国宗作)         :大 字南宇佐

52:宇佐神宮刀(種子銘)          :大 字南宇佐
53:宇佐神宮刀(正房作)          :大 字南宇佐
54:宇佐神宮刀(無銘)           :大 字南宇佐
55:宇佐神宮脇差(延寿国秀・国俊作)   :大 字南宇佐
56:宇佐神宮短刀(吉光作)        i大 字南宇佐
57:宇佐神富剣(宣貞作)          :大 字南宇佐
58:宇佐神宮短剣(童貞作)        :大 字南宇佐
59:光明寺板碑(2)            :大 字佐野
60:御許山町石(1)            :大 字南宇佐
61:木造舞楽面              :大 字南宇佐

62:敢語及び梅園詩集版木(25)      :県 立歴史博物館
63:岬古墳出土遺物            :県 立歴史博物館
64:森貝塚出土遺物            :県 立歴史博物館
65:東貝塚出土遺物            :県 立歴史博物館
66:木造弥勒仏坐像            :大 学南宇佐
67:余瀬文書               :県 立歴史博物館

68:四日市別院(東本願寺)山門       :大 字四日市
69:宇佐参富線26号蒸気機関車      :大 字南宇佐
70:妙楽寺経塚出土遺物          :大 字南宇佐
71:宇佐神宮所蔵絵図等12点       :大 字南宇佐

:昭和53年3月 31日 :妙楽寺

:昭和49年3月 19日 :個人

:昭和51年3月 30日 :大分県

:昭和57年3月 30日 :個人

:平成5年 3月 23日  :大 分県

:昭和53年3月 31日 :金丸平地区

:昭和53年3月 31日 :個人

:昭和53年3月 31日 :妙楽寺

:昭和54年5月 15日 :個人

:昭和5'日月8日  :光 明寺

:昭和55準R8日  :個 人

:昭和56年3月 31日 :大分県

:昭和57年3月 30日 :宇佐市

1昭和59年3月 30日 :善光寺

:昭和59年3月 30日 :宇佐神宮

:昭和59年3月 30日 :宇佐神宮

:昭和59年3月 30日 :個人

:昭和59年3月 30日 :宇佐神宮

:昭和59年3月 30日 :宇佐神宮

:昭和59年3月 30日 :宇佐神宮

:昭和59年3月 30日 1宇佐神宮
:昭和59年3月 30日 :宇佐神宮

:昭和59年3月 30日 :宇佐神宮

:昭和59年3月 30日 :宇佐神宮

1昭和59年3月 30日 :宇佐神宮

:昭和62年3月 27日 :光明寺

:昭和63年3月 15日 :宇佐神宮

:平成

“

円月25日  :宇 佐神宮

:昭和49年3月 19日 :大分県

:昭和58摯■12日 :大分県

:昭和58年4月 12日 1大分県

:昭和58T4月 12日 :大分県

:平巾 年3月 29日  :極 楽寺

:昭和47年3月 21日 :大分県

:平成:7年 3月 29日 |四 日市別院(東本願寺)

:平成17年 3月 29日 :宇佐市

:平成20年3月 28日 :宇佐市

:平成25年3月 15日 :宇佐神宮

01:楢本磨産仏
02:下市磨崖仏
03三 虚空蔵寺塔跡

04:凶首塚古墳
04:蛭子ケ原古墳
06:高倉古墳
07:久 姥々古墳(2)
08:貴船平・下の裏山横穴群
09:京徳遺跡
10:古稲荷古墳

:安心院町楢本

:安心院町下毛

:大字山本

:大字北宇佐

:大字別府

:大字長洲

:大字猿渡

:大字山下、上元重

:大宇下敷田

:大字法鏡寺

1昭和 32年 3月 26日

1昭和 56年 3月 31日

1昭和 32年 3月 26日

1昭和 46年 3月 23日

1昭和46年3月 23日

1昭和46年3月 23日

,昭和46年3月 26日

1昭和 46年 3月 26日

昭和 49年 3月 19日

‐昭和 50年 3月 28日

:宇佐市

:下毛地区

:宇佐市

:宇佐神宮

:個人

:宇佐市

:個人・宇佐市

:個人

:宇佐市

:宇佐市

史 跡



stamp de meguru USA

11:上原遺跡
12:樋尻道遺跡

13:野口遺跡
14:光岡城跡
15:虚空蔵寺一号瓦窯跡
16:切寄瓦窯跡
17:妙楽寺経塚

:大字法鏡寺

:大字上田

:大字上田

:大字赤尾

:大字山本

:大字山本

:大字木内

:昭和56年3月 31日

:昭和56年3月 31日

:昭和56年 3月 31日

:昭和58年 4月 12日

:平成5年 3月 23日

:平成7年 3月 10日

:平成20年3月 28日

:宇佐市

:宇佐市

:宇佐市

:宇佐市

:西日本高速道路い

:国土交通省

:妙楽寺

:昭和 50年 3月 28日 :宇佐神能会

01:宇佐神宮能衣裳類

021杵築高等学校郷土研究部民俗資料コレクション
大学南宇佐

県立歴史博物館

i昭和50年3月 28日 :宇佐神宮

:昭和45年3月 31日 :大分県

01:ゆ たて神楽

02:十 ヶ平神楽

:院内町日岳

:院内町西椎屋

:日 岳神楽保存会

|十 ヶ平神楽社

01:宇佐神宮の御田植祭
02:宇佐神宮の放生会

03:宇佐神宮鎮疫祭

昭和46年3月 23日

昭和48年3月 20B

昭和50年3月 28日

01:鹿嵐山のツクシシヤクナゲ群落
02:山蔵のイチイガシ

03:畳石のオトメクジャク

院内町小野川内

安心院町山蔵

安心院町畳石

:昭和35年3月 22日

:昭和30年5月 27日

:昭和51年3月 30日

農林水産省

山蔵地区

個人

個 人

個 人

□

園

扁

回

■

「
人

一人

一人

人

人

人

人

01:且尾板碑
02:荘板碑
03:尾立板碑
04:西原寺跡宝塔
05:佐田神社両部鳥居
06:若宮社楼門
07:岩男是命作「シェパード」
08:普賢延命菩薩坐像
09:金子自仏作品
10:大砲模型
111光勝寺手洗鉢

121帆足万里詩幅
131賀来飛霞・採薬記
141賀来飛霞・図譜
151矢野文書

16:山上文書

17:佐田文書
18:飯田文書

191近藤文書

201若林文書

1安心院町且尾

1安心院町荘

1安心院町尾立

1安心院町山蔵

1安心院町佐田

1安心院町楢本

1安心院町房ケ畑

安心院町妻垣

安心院町松本

昭和49年2月 8日

昭和57年 4月 28日

昭和57年 4月 28日

昭和57年 4月 28日

昭和57年 4月 28日

昭和57年 4月 28日

昭和50年 10月 17日

昭和57年 4月 28日

昭和57年 4月 28日

昭和57年4月 28日

昭和57年4月 28日

昭和49年2月 8日

昭和49年2月 8日

昭和57年4月 28日

昭和57年4月 28日

昭和57年4月 28日

昭和57年 4月 28日

昭和57年 4月 28日

平成11年 3月 28日

昭和49年2月 8日

個人

個人

個人

佐田神社

若宮社

個人

神徳寺

:県立先哲史料館 (寄託 )

:安心院町鳥越

1日 出町万里図書

:県立歴史博物館 (寄託 )

:県立歴史博物館 (寄託 )

:県立先哲史料館 (寄託 )

安心院町上市

安心院町佐田

安心院町矢崎

安心院町下毛

1安心院町若林

人

人

個 人

個 人

1 名  称 住  所 所 有 /管 理   |

無形民俗文化財 (指定)

昭和41年3月 22日

平成18年 3月 31日

天然記念物

`ヒ

財



昭和49年2月 8日   個人

221大巌寺千手観音立像 昭和50年 10月 17日  大巌寺
平成6年 5月 13日  妙奄寺妙奄寺明岩鏡照像 安心院町龍王

24 金竜寺地蔵菩薩像 ‐平成6年 5月 13日  金竜寺
25 金竜寺聖観音菩薩像 安心院町楢本 平成6年 5月 13日  金竜寺

261小嶋家文書 安心院町矢畑 平成6年 5月 13日  個人

27:多仏石檀 安心院町笙ノロ 平成7年 7月 5日   個人
28‐ 助太之基附宝医印塔 安心院町西柄 平成7年 7月 5日   個人

301古 荘家住宅

311佐田秀長歌

341略縁起本版

安心院町今丼

安心院町龍王

安心院町内川野

院内町下余

院内町小坂

平成17年 3月 23日  宇佐市
平成17年 3月 23日  個人

昭和50年5月 23日  宝蓮寺
昭和50年 5月 23日  小坂地区

35:きざはし

361副氏石造宝塔(2基 ) 院内町副

昭和50年 5月 23日  龍岩寺

昭和53年 3月 31日  宇佐市

371石造線彫不動明王立像 院内町小坂 昭和55年6月 2日   小坂地区

381木造釈迦三尊坐像
391岩本家石造宝塔

411吉祥寺石造異形国東塔

院内町小稲

院内町斉藤

院内町大重見

院内町高並

院内町高並

院内町下恵良

昭和 57年 3月 19日  個人

昭和57年 3月 19日  個人

昭和57年 3月 19日  個人

昭和57年3月 19日  金谷寺

昭和57年 3月 19日  金谷寺

昭和57年3月 19日  恵良神社

45 打上橋 院内町高並 昭和57年3月 19日  宇佐市

48:富士見橋
49:一の橋

511久地橋(石造桁橋)

521来鉢の大絵馬

53 来鉢の半鐘

541塔の原石造宝塔

院内町北山

院内町温見

院内町斉藤

院内町来鉢

院内町来鉢

院内町下船木

院内町土岩屋

昭和57年 3月 19日  宇佐市

昭和57年3月 19日  宇佐市

昭和57年 3月 19日  宇佐市

昭和57年 3月 19日  宇佐市

昭和57年3月 19日  宇佐市

昭和62年7月 27日  来鉢地区

昭和62年7月 27日  来鉢地区

昭和63年5月 12日  下舟木地区

561緒方家石造層塔 院内町土岩屋 昭和63年5月 12日  個人

57 教蓮寺六地蔵石撞 院内町原口 昭和63年5月 12日  教蓮寺
581西宝寺本方便法身尊影 院内町下恵良 昭和63年5月 12日  西宝寺
59 定別当岩屋観音堂鰐口 院内町山城 (宇佐市院内支所 ) 昭和63年5月 12日  宇佐市

611杉園家鋳鉄雪見燈籠

院内町西椎屋

院内町櫛野

院内町下恵良

昭和63年5月 12日  西椎屋地区

昭和63年5月 12日  個人

昭和63年5月 12日  西宝寺
院内町下余

:平成13年 3月 22日  個人

66:宮の瀬橋 院内町斉藤 平成13年 3月 22日  宇佐市
67.御仮屋橋 1院内町小稲

昭和45年2月 6日  1大楽寺

平成13年 3月 22日  宇佐市

i.:   i  l  l      l  l  . Staml de r eguru USA

21 八幡宇佐宮御託宣集 安心院町平ケ倉

安心院町鳥越

安心院町楢本

29 今井橋 平成3年 8月 1日 宇佐市

32 木造阿弥陀如来立像

33 塑像不動明王坐像

昭和50年5月 23日 龍岩寺

院内町大門

院内町土岩屋 昭和 55年6月 2日 土岩屋地区

40 近藤家石造宝塔

42 木造毘沙門天立像

木造宝冠釈迦如来坐像

44 恵良神社神興

西光寺橋 院内町月俣

47 荒瀬橋 院内町副

院内町斉藤

50 分寺橋

緒方家石造五輪塔 昭和63年5月 12日 個 人

60 大龍寺跡梵鐘

62 西宝寺輪蔵

飯塚橋 平成3年9月 4日

64 小 野 家未 浩 +二 神 将 十像 院内町月俣

65 宝蓮寺読誦石塔 院内町下余 平成13年 3月 22日 宝蓮寺

三千仏図 大字南宇佐

69 舎利塔 大字南宇佐 昭和45年2月 6日 大楽寺

聖観世音菩薩立像 (2) 大字南宇佐 昭和45年2月 6日



71:大 楽寺文書 (17) 大字南宇佐

72 髪繍浄土曼荼羅 大字南宇佐

1宇佐市民図書館 (寄託 )

1大字上田

大字東高家

大字法鏡寺

大字大塚

昭和45年2月 6日   極楽寺
昭和50年 3月 31日  葛原地区共有731葛 原古墳出土遺物

761検地帳(写 )
77:地 蔵石仏

昭和50年3月 31日 '教覚寺

昭和50年 3月 31日  個人
‐
昭和50年 3月 31日 ‐任聖寺
昭和50年 3月 31日 1積善寺

1昭和50年3月 31日 '有近寺

781宝医印塔
791国東塔
801国東塔(2) 1大字下乙女 :昭和50年3月 31日 :松月寺

81'国東塔 1昭和50年3月 31日 :天竜寺

昭和 50年3月 31日  清水寺

83:不 動尊像 昭和 50年3月 31日  個人

:昭和50年 3月 31日 1華蔵寺

85:不動明王立像             :大 字日足               :昭 和50年3月 31日 1地蔵院

861能面(3)               1大 字四日市              :昭 和50年3月 31日 i桜岡神社

87:宝塔                 :大 字山口               :昭 和50年3月 31日 :個人

881層塔(軸部)              1大 字下高家              1昭 和50年3月 31日 :安福寺

891梵鐘                 1大 字上元重              1昭 和50年3月 31日 :法音寺

901矢治文書               :大 字中原               :昭 和50年3月 31日 1個人

911神能明覧(4)             1大 字南宇佐              1昭 和50年3月 31日 1宇佐神宮

:神能奉仕功労物故者芳名録(3)    |
921木造釈迦如来坐像 大字下矢部 1昭和52年3月 31日 1長興寺

‐昭和52年3月 31日 1江須賀地区共有

941木造薬師如来坐像

97:元重文書

大字上乙女

大字上庄

大字下乙女

大字山下

:大字四日市

大字東高家

:大字四日市

1昭和52年3月 31日 1有近寺

1昭和52年3月 31日 1広山神社

昭和52年3月 31日 1個人

個人

昭和52年3月 31日

昭和52年3月 31日

昭和52年3月 31日

1昭和52年3月 31日

1031板碑(2) 大字麻生

1041虚 空蔵寺木造仏像(2)

1051鷹 栖観音堂木造仏像 (3)

1101今仁共有文書

大字山本

大字南宇佐

大字南宇佐

大字今仁

昭和55年3月 28日  鷹栖観音堂惣代
1昭和55年3月 28日 円通寺

昭和55年3月 28日

宇佐神宮

個人

昭和55年3月 28日

1111緒方文書 昭和 55年3月 28日

112:高牟礼文書 1大字下高 昭和 55年 3月 28日 個 人

1131元重真一文書 昭和 55年3月 28日

1141宇 佐神宮短刀・脇差 (2)

1151幣 板 (8)

1161金銅鈴(2)

1171鰐口

‐
大字南宇佐

昭和 58年3月 31日 :宇佐神宮

昭和58年3月 31日 1宇佐神宮

昭和58年3月 31日

昭和58年3月 31日

昭和58年3月 31日118:御装東(3)

1大字南宇佐

昭和58年 3月 31日

住  所 指定年月日 所 有 /管 理  ¬

74:博仏(1)

大字正覚寺

931木造毘沙門天立像

個 人

個人

個 人

個 人

麻生地区共有

塔

塔

東

京

国

国９６

一

辛島文書

19 樋田文書

広崎文書

101:渡辺文書

106.木造阿弥陀如来立像

大字南宇佐

(寄託 )

虚空蔵寺

宇佐神宮

宇佐神宮

宇佐神宮

宇佐神宮

大字南宇佐

八幡宇佐宮境内略図本版 (2)      大字南宇佐

昭和55年3月 28日



1201銅鏡(2)

1211宇佐神宮所蔵文書 (4)

122 時枝家所蔵文書

123 小野家所蔵文書

1241吉村文書

矢部文書

1261山村文書

大字南宇佐

1大字南宇佐

大字間

大字下矢部

大字山袋

昭和58年3月 31日

昭和58年3月 31日 宇佐神宮

昭和58年3月 31日

昭和 58年3月 31日 個 人

:昭和58年3月 31日

1昭和58年3月 31日

127:長洲村分間図 大字佐々礼 昭和 58年 3月 31日 個 人

128 八幡縁起絵巻 (2) 1大字南宇佐 :昭和 58年 3月 31日  宇佐神宮

129 木造金剛力士像 (2) 大字南宇佐 1昭和 58年 3月 31日 1宇佐神宮

130欄 間 (3)

131:銅尤 (4)

銅 鉾

133 棟札―括(12)

大字南宇佐

大字南宇佐

大字南宇佐

大字南宇佐

昭和 58年 3月 31日  宇佐神宮

昭和58年 3月 31日 宇佐神宮

1昭和58年 3月 31日 ,宇佐神宮

134 六地蔵石憧 大字南宇佐 昭和58年3月 31日  大楽寺

135 古寺敵知氏所蔵文書

136仏舎利塔
137板 碑

1381旧桂懸丼手の水路橋

善光寺文書

140 奥田家文書(南―郎平書簡等)

大字赤尾

大字南宇佐

大字山本

1大字下時枝

1宇佐市民図書館

昭和62年3月 31日 個 人

極楽寺

平成2年 3月 31日

山本地区共有

平成 2年 3月 31日

1平成2年 3月 31日

1411中須賀村等絵図 平成2年 3月 31日

142 橋津組出光村絵図控附同村明細書 1平成2年 3月 31日

144庚 申塔

145庚 申塔 (2)

大字南宇佐

大字法鏡寺

1大字皓木

1平成5年 3月 26日  ,伏田地区

平成5年 3月 26日

平成5年 3月 26日 個人

平成5年 3月 26日

147教 覚寺経蔵・輪蔵 1大字森山

148‐ 宇佐郡中津領矢頭組略絵図 1大字赤尾
‐平成7年 3月 28日  

‐
個人

149:国東塔                :大 字西屋敷              :平 慮 年2月 27日  :個人

150:木造地蔵菩薩坐像           :大 字高森               :平 成22年2月 1日  :崇福寺

下毛地区

下毛地区

031宮 ノ原遺跡

04:龍王城跡

1昭和57年4月 28日

昭和49年2月 8日

佐田・且尾地区

安心院町鳥越 昭和57年到弓28日 1宇佐市・鳥越地区

081安心院千代松丸碑 安心院町上市 1昭和57年 4月 28日  上市地区

10:賀来惟熊碑 昭和57年4月 28日 1個人

1昭和57年4月 28日 1個人

12:佐田秀墓 安心院町内川野

131帆足万里詩碑 昭和57年4月 28日  東椎屋地区

151妻垣神社奥宮巨石 ‐昭和50年10月 17日 1妻垣地区

17.桂昌寺地獄極楽 安心院町東恵良

昭和57年 4月 28日  個人161重松家別邸一棟 1安心院町折敷田

昭和 58年 3月 31日

昭和62年3月 31日

善光寺

宇佐市・個人

個人

個人

安心院町佐田・笹ヶ平

安心院町飯田

安心院町飯田

安心院町且尾

安心院町且尾

昭和57年4月 28日 1個人

昭和57年4月 28日 1個人

021下市百穴

061飯田城跡

071鳥越城跡

11'賀来有軒・ ・飛霞墓



stamp de meguru USA

栗ノ木磨崖仏 安心院町飯田 平成 16年 6月 1日  :個 人

191孝婦伊知の墓
20:キ リシタン地蔵
211西貝神社

大字上矢部

大字上敷田

昭和49年7月 15日 :個人

昭和 50年3月 31日 1個人

22:化粧丼戸

大字南鶴田

大字北宇佐

昭和 50年3月 31日 1南鶴田地区共有

昭和50年3月 31日 :宇佐神宮

昭和 50年3月 31日  個人231扇塚古墳

24:御塚石棺

251鷹栖観音堂地域
261四 日市陣屋跡

大字城丼

大字荒木 昭和50年3月 31日 1個人

電翻諄重鶴 追加  :麟 日・下綱田・雌 駆 賄
平成2年 3月 31日  1宇佐市
平成7年 3月 28日  :宇佐市

大字山本

大字四日市

大字城井271城井一号掩体壕
281高居地下壕 大字上田 1平成 17年 8月 15日  :宇佐市

1昭和 53年3月 31日 :宇佐市

昭和 57年3月 19日  福厳寺

昭和 57年3月 19日  個人

291水雲横穴古墳群
301福厳寺閣魔洞
311大 弓家墓地石造宝塔群         :

院内町原口

院内町二 日市

院内町大重見

平成元年 2月 27日  龍岩寺

昭和 57年4月 28日  佐田神社
321龍岩寺境内              :院 内町大門

331反射炉碑               :安 心院町佐田

341宇佐海軍航空隊落下傘整備所(レンガ建物):大字江須賀 平成25年3月 29日  宇佐市

351宇佐海軍航空隊半地下式コンクリート造建物

36:宇佐海軍航空隊関係爆弾池
大字江須賀

大字川部

平成25年3月 29日 ‐宇佐市
平成25年3月 29日  個人

大字上拝田

大字江須賀 昭和48年4月 1日  :東 光寺

昭和 58年3月 31日 :宇佐神宮

昭和 58年3月 31日  宇佐神宮

平成22年2月 1日  :妙 奄寺

安心院神楽社

旧安心院町―帯

平成3年 9月 4日   Jヒ 山神楽保存会

031御許山茅刈入許可証(2)
041火鏡臼杵

大字南宇佐

大字南宇佐

05 陶製地蔵菩薩坐像 安心院町龍王

011安心院神楽
02:庭入り
北山神楽

ol l鷹栖観音の鬼会

021麻生神楽
大字山本・上拝田

大字中麻生 1平成 10年 12月 24日 1郷土芸能保存会麻生神楽

01:宇佐神宮のヒメハルゼミ

021西椎屋大銀杏
031荒尾家のハシラサボテン
041小稲のオトメクジャク
051東椎屋のイチイガシ

大字南宇佐

院内町西椎屋

院内町温見

院内町小稲

平成 10年 3月 31日

昭和 50年5月 23日

平成8年 3月 25日

平成 13年 3月 22日

:西椎屋地区

人

人

安心院町東椎屋 昭和 51年 12月 2日  東椎屋地区
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0宇佐を道草しよう!
偉大な歴史にふれる途中でちょつとひと息。海と大地が育む食文化や、悠久の時を刻む豊かな自然は、

訪れた人々に「来て良かつた」の笑顔をもたらしてくれます。

山海の幸に舌鼓を打ち、自然とふれ合いながら宇佐の「今」をご堪能あれ

恥ポ哩鰹≪五宇佐からあげ
大分名物とり天と宇佐・中津に代表されるからあげは、大分

県民のソウルフー ドとして日常の食卓によく並びます。それ

ゆえ大分県は 1人当たりの鶏肉消費量が全国 トップクラス。
特に宇佐にはからあげ専門店が 30店以上あり、昭和 30年代
に 1号店ができたことから「からあげ専門店発祥期 と言われ
ています。各店それぞれに味が異なるのは、鶏肉を漬け込む秘

伝のタレに秘策があり、欝由にニンニク・ショウガなどの薬味

や、野菜をすり下ろして入れたりと様々。毎年 11月には市内の

からあげ店が一堂に会する「からあげ祭り」が開催され、からあ

げの食べ比べを楽しむことができます。

山

味―ねぎ

宇佐産の味―ネギは、刻ん

でふんだんに入れたお好

み焼き風の「ねぎ焼き」や、

長さ 10cmほどに切りそ
ろえて八モや豊後牛と一

緒にしゃぶしゃぶで食べ

る「ねぎしゃぶ」など、主役

級に食卓を賑わせます。ビ

タミンとミネラリレ豊富な

ねぎをたっぶり摂ること

のできるヘルシーメニュー

です。

院内のどじよう

院内町の活性化を担う特

産物 。どじょう。大分県が

開発した養殖技術により、

泥を使わす清水で育てる

ことができるので、くさみ

のないおいしいどじょう

が味わえます。創業 210
年の歴史を誇る東京・浅

草の「駒形どぜう」でも使

われているというお墨付

き。からあげや柳川鍋

など骨付きを丸こと味

わえばカルシウムもた

:]57″
ウム
Ъb紗砂

.

安心院のすつばん

かの松本清張も好んで食べたと言う安心院のすつぼん。くさみが

なく、その姿からは想像もできないほどあっさりとした身は、鍋

やからあげのほか、刺身で食べられるのも産地の特権です。疲労

回復や滋養強壮に良いと昔から珍重され、低脂肪でコラーゲンを

たっ81り含んでいることから、美容効果を期待する女性の間でも

注目の食材。自宅でも気軽に味わえる鍋のセット(地方発送)や、

すつぽんエキスで作るゼリーなども人気です。

/
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宇佐を進草しよう!

まちに広がる
やさしい香り

と豊かな実り

院内のゆず
安心院のぶどう

西日本有数の生産量を誇るゆす

の産地・院内。ゆすこしょうや

ポン酢、ジャムなどの加工品も

豊富で、「道の駅いんない」で販

売されている「ゆすソフト」も人

気です。

豊幸ガニ
長洲漁港で水揚げされるワタリガニは、

豊かな海 豊前海で育つたことから「豊
幸ガニ」と呼ばれています。夏から冬に

かけて旬を迎え、特に秋|ま身がぎつしり、

甘みもたつぶり凝縮され、小ぶりながら

も味の良さが自慢。市内の料亭では予約
がおすすめです。

安 心 院 ワ イ ン 増 ジ ビ

寒暖の差が大きい安心院盆地|よ格好のぶど

うの産地で、良質なぶどうで作つたワインは

国内でも高い評価を得ています。家族旅行村

内にある「安心院葡萄酒工房」では、ワインの

製造工程の見学や試飲ができるので、お気に

入りのワインを探してみて1よ ?

安心院葡萄酒工房
TEL 0978‐ 34…2210

山

安心院盆地を覆う底霧と朝夕の

寒暖の差がぶどうの栽培に適し

ており、現在では西日本有数の

生産量を誇る産地です。7月 中
旬から 10月上旬にかけ観光ぶ
どう園ではぶどう狩りを楽しむ

ことができます。

長洲の乾麺
良質な1繊と地下水が育んだ長洲の麺。
古くから製麺業が盛んで、生地を天日
干 しする風景は長洲の風物詩です。今
も昔ながらの製法で作られ、風味豊か

なうどんやそうめんは「天日干し乾麺J
として贈答品にも用いられます。

朝採れ野菜やゆず加工品など院内の特産品を販
売。レストランでは猪肉や山菜で作る郷土料理
が味わえます。天然記念物 オオサンショウウ
オを見たり、石橋巡りはここで情報をグット。

TEL 0978‐ 42-5539
団宇佐市院内町副1381-2
日9100～ 18:00日 なし

里の駅」ヽの岩の庄
新鮮な晨産物をはじめ、安心院ぶどうで作つた
ワインやゼリーなどの加工品があります。安心
院名物すつぼん料理や巨峰ソフトクリームなど
安心院ならでまの味を召し上がれ。

TEL 0978‐ 34-2224
団宇佐市安心院町戸方71 困なし
圏 8:30～ 17:30(レストラン10:00～ 17:00)

里の駅 双葉の里
双葉山の行跡を辿る資料の展示や復元された

生家の内部を見学することができます。販売
コーナーには双葉山グッズや地元特産品もあ

ります。

TEL 0978‐ 33-5255
団宇佐市大字下庄269 日)00～ 1700
困第3月曜 (祝日の場合は翌日)

ワイナリーレストラン朝霧の庄
宇佐産ワインと豊後牛で贅沢気分 1霜降り和牛
の焼肉やとろとろに煮込んだビーフシチューな

どワインにビッタリのメニューが揃つています。

販売用のワインも豊富。

TEL 0978‐ 44-1236
団宇佐市安心院町下毛828‐2困 12/30～ i/1
日&30～ 17:00(冬期9:00～ 16ЮO)

道の駅 いんない

幸せと旨みがぎゆニ
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懇グリーンツーリズム

歯
｝

九州自然動物公園
アフリカンサフアリ
サフアリ形式で 70種 1400
頭もの動物の生態が観察でき

る九州唯―の自然動物公園。

ジャングルバスに乗れば、動物

たちがほど近い距離まで寄つ

てくるスリルを味わうことが

できます。「ふねあいソーン」
ではカンガルーやリスザルに

エサを与えた り、記念写真を

撮つて思い出の 1シーンを。

TEL 0978-48‐ 2331
宇佐市安心院町南畑217551
9Ю O～ 17Ю O(11月 ～2月は10Ю O～ 16C10)

なし  1500台
大人2′300円、4才～中学生まで1,300円

晨家に泊まつて晨業を体験し、そのまちの自然

や人々の暮らしに触れるグリーンツーリズム。

安心院はグリーンツーリズム発祥の地で、年間

約 1万 3000人が訪れています。澄んだ空気
を大きく吸い込み、土に触れ、湧水に手をかざし、

人々のあたたかさを感じることで心も体もリ

フレッシュ。現在、市内には 30軒の農村家庭が
農村体験を受け入れています。

家族旅行村「安心院」
開放感いつぱいの広大な敷地には、102メ ー
トルの□―ラー式ジャンポすべり台やテニス

コー ト、パ ットゴルフなど家族で楽 しめる施設

が充実しています。冷暖房完備のケビンやバン

ガロー、温泉センターがあるので、キャンフや

宿泊も安心。

TEL 0978-44‐ 1955
饉宇佐市安心院町下毛1046 よ:なし
i‐・200～ 17Ю O(曜日により変更あり)電 30台

宇佐市平成の森公園
県内唯―の屋根付運動広場「石橋童夢」は

床が上でできているので、ソフ トテニスや

ゲー トボール、相撲などに利用できます。

ナイター照明のある野球場、陸上競技、サッ

カーなど多目的運動広場で、思いつきり体

を動かしてみては。

TEL 0978-42‐ 5894
団宇佐市院内町原口 6)00～ 22Ю0
困第3月曜lllR日の場合は変更あり)日 5∞台

ソニックパーク安心院
約 l kmのカー トコースに 14のコーナーと最
長 170mの直線がある本格カートレース場。キ
ッズカートもあります。カートはもちろんヘル

メットやレーシングスーツの賃し出しも OK。

TEL 0978‐ 44-0322
■宇佐市安心院町木裳985-1

[|,00～ 17C10(曜 日により変更あり)
if火曜 腱60台
コレンタルカート1回券2,100円～

よかろうパークキャンプ場
人見岳の中腹に広がる約 30万坪の自然
公園には、岩に囲まれた河川ブール、釣り

堀、200人収容のキャンプ場 バンガロー
があります。マウンテンバイクをレンタル

したり、山菜採りや昆虫採集など、山の自

然を存分に満喫できます。

TEL 0978-42-7395
□宇佐市院内町羽馬礼
□ 7月第2日曜～

"諄
1日 日1∞台

聰‐ 1

体 験

ハ一一

憑
塾

Ъ・0

0

0.

0

．
０

・ 。
０



宇佐を 草しよう!

おんせん県。大分の実力は別府・湯布院だけにあらず。

ほのかに木が香る天然杉の湯船、日園の中に現れる野趣あふれる露天、

窓からまちを見渡すホテルの湯など、泉質も湯量もバリエーションも

豊富に撤つています。

匿謡轟:壼酸水表姜豪
□宇佐市大字川部15711

固0978-37-2288
日 10:00-21:00
困 12月 に2日間あリ

か
ん
ぽ
の
郷
宇
佐
６

安
心
院
亀
の
丼
ホ
テ
ル
出

旅
庵
み
ず
ほ
泊狐泉
荘
６

い
ん
な
い
余
温
泉
６

安
心
院
温
泉
セ
ン
タ
１
６

金
屋
泊狐泉
６

上
恵
良
温
泉
６

□宇佐市安心院町下毛10461

固0978-44-1850
E112:00～ 24100

困なし

回 炭詠 線

団 宇佐市大字金屋 1781‐ 3

固 0978-38-6222
日 11:00～22:00

困 第135水曜

匿雷ヨ単純泉(弱アルカリ性)
団 宇佐市院内上恵良780

固 0978-42-5875
日
'30～
21:00

困 木曜

団 宇佐市大字り11部 1584

固 097837-3711
日 9:00～23:00

困 なし

津房温泉      6
匿雷ヨアルカリ性単純泉
団 宇佐市安心院町五郎丸3731

固 0978-48-2037
日 13Ю O～ 2100(10月 ～3月 は1 l l10～2000)

困 水曜

■国田 ナトリウム塩化物泉

団宇佐市院内町上余1571
固0978-42-7048
日 12:00～ 21:lXl(10月 ～3月は1瀾Ю～2Ⅸ Xl)

困 水曜

匿調■ ナトリウム塩化物泉

団宇佐市安心院町下毛10461
固0978-44-1988
日 &00～ 22ЮO(11月 ～5月は10Ю O～ 21:00)

困 なし

長洲温泉センター  6
■雷□含食塩。重薔泉
囲 宇佐市大学長洲371216
固 0978-38-0144
日 11:00～2130
困 金曜

院内妙見温泉 6
置塞轟ナト|ウム塩[1豪
団宇佐市院内町櫛野8832
固 0978‐ 42-5900
圏 10:00-24:00
困第2・ 4水曜

深見温泉      6
回 靭
団 宇佐市安心院町矢畑13卜 1

固 0978‐ 44-4718
日 13ЮO～ 21 ЮO(m月～3月は‖ЮO～20K10)
困 木曜

置黎昌 炭酸水素塩泉

ま
ほ
ろ
ば
温
泉

・
菟
狭

６

…

二

団 宇佐市大字出光 1591

固 0978370211
日 1100～ 20Ю 0

困 月曜

佐 田 温 泉      6

田 ナトリウム塩化物泉・炭酸水素塩泉

団 宇佐市安心院町佐田949‐ 1

固 0978-44-2180
日 13Ю O～2100(10月 ～3月は1100～20Ю O)

困 火曜

瓶楽′ご身を
0

・ 8
0

。8
‐
 0

0



宇佐に泊課引潜言量堡ま[]量[ξ:卵躁 る

宿 泊 施 設

6か んぼの郷 宇佐
宇佐ホテルリバーサイド

パブリック 21

三林亭

6旅 庵みずほ温泉荘
こおした旅館

菊水旅館

なるみ旅館

J5安心院亀の丼ホテル
家族旅行村「安心院」

やまさ旅館

6津 房館

6辱宿三万七千石
民宿滝見苑

斎宇佐市大字川部 15711   目0978372288
所宇佐市大字別府6     日0978332222
麟宇佐市大学辛島230    日097833-3355
青宇佐市大字長洲357-1   日0978-380026
議宇佐市大字出光 1591   口0978370211
薇宇佐市大字南宇佐 21841  ■0978370148
轟宇佐市大字法鏡寺 95-4   ■0978-32-0442
所宇佐市大学四日市 1441-2  ●0978-32-0147

露宇佐市安心院町下毛 1046‐ 1 日0978441850

藤宇佐市安心院町下毛 1046-1 ■0978-441955

所宇佐市安心院町下毛 1785 ●0978440002
薔宇佐市安心院町六郎丸4772宙 0978482208
蒲宇佐市安心院町下毛 21243 ●0978441171
所宇佐市安心院町東椎屋 802 ■0978-48-2749

嬌宇佐市安心院町戸方 180  闘0978440459
所宇佐市安心院町下毛 1034 口0978440517
所宇佐市安心院町且尾206  日0978440811
所宇佐市安心院町鳥越452  日097844-4405
所宇佐市安心院町舟板 99   日0978-444663
薦宇佐市安心院町上内河野509日 0978444863

所宇佐市安心院町佛木 140  日0978-44-4779
所宇佐市安心院町矢畑 222  目0978-34‐ 2655

薫宇佐市安心院町答ノロ 1452 間0978444039
議宇佐市安心院町楢本 590‐3 目0978440143
断宇佐市院内町高並4412  日0978425114
斎宇佐市院内町宮原 192番地 目0978426613
薦宇佐市安心院町川底 331  目0978444611

松本ファーム ドン・百姓亭 所宇佐市安心院町川底68   日0978444618
王様の小屋・王様の小屋母屋 籠宇佐市安心院町下毛 11931 固0978440155

星降る高台の家     所宇佐市安心院町広連4601 目0978444541
竹取物語もつちゃんち  薔宇佐市安心院町恒松426  目0978-44-0101
桃源郷こびら      所宇佐市安心院町笙ノロ 1558 日0978444926

しいたけ村

そこぎりの舎

百年乃家ときえだ

やわらかまんじゅう

舟板音ばなしの家

龍泉亭

岩清水むら

悠々の里家

ゆすりはの里

夕陽が丘の舎

―草庵

たまちゃんの縁側

古里ガーデン森山

泉屋          所宇佐市院内町温見494   置0978426354
ほたるの里の味工房「おひとよし」新宇佐市安心院町松本 1412 ●0978482542
ふかみの里 倶会―処  所宇佐市安心院町大248   ■0978444226
湧水郷 ここみの里    嬌宇佐市安心院町寒水 528  日0978-444396
寒水のしんや      所宇佐市安心院町寒水 343  日0978^44-4922
和の家         藤宇佐市安心院町元200   日097844-4809

固0978-38-0149

固0978-37-0004

」R豊前善光寺駅
固0978-32-0319

大分交通 (路線ノ

固097-534-7455

固097-536-3655

大分空港バス案内所
固0978-67-1198

固0978-67-3800

大分空港総合案内所
固0978-67-1174

固0120-029-222

固0120-25-5971

スオーナダフェリー
固0978-84-0114

関西汽船別府営業所
固0977-22-2181

ダイヤモンドフェリー大分営業所
固097-536-5500

宇和島運輸フェリー

固0894-23-2536

中津太陽交通宇佐営業所
固0978-32-0101

固0978-32-0333

固0978-42-5011

固0978-44-1121

ぼんちみなとタクシー
固0978-44-1188

固0978-37-3312

中津レンタカー宇佐営業所
固0978-37-3807

固0978-33-2332



宇佐市年間行事
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下旬        秋光祭           光岡城跡

H日～16日     お取り越し          東西本願寺・四日市別院
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全国 4万余社ある八幡社の総本宮 。宇佐神宮には
仏習合」の宗教文化が残 つています。

「 神 154名の若者が「神風特別攻撃隊」として飛び立った
場所などを回ります。

【所要時間】30～ 60分 (料金】1人 2∞ 円(資料代含)
【P05】宇佐市観光まちづくり課 【TEL】 0978-32-1111

:時間】60分  |
宇佐市観光協会

1,000円(60分 )
】0978-37-0202

真宗の東西別院が■を並べた「九州御坊」は全国でも

類がありません。

【所要時間】60分 【料金】1,000円 (60分 )
【間】宇佐市観光協会 【TEL】 0978-37-0202

軒と軒がくつつくほど狭い路地「せど間」。迷路のよう

な長洲のせど間を散策します。

【所要8寺間】60分 【料金】1人 1,000円
【Po5】宇佐市観光まちづくり課 【TEL】 0978-321111

左官が壁を塗る銀で描いた銀絵。安心院町内だけで

約 100ヵ 所見ることができます。
【所要時間】30～ 60分
【料金】5名以下500円、団体 1,000円
【Po5】 観光協会安心院支部 【TEL】0978-344839

院内にある75基の石橋のうち、めがね橋は64基と
日本一の数を誇っています。

【所要時間】30～ 60分
【料金】ガイド1人につき 1,000円
【Fo5】観光協会院内支部 【TEL】 0978-42-6040

i ガイド本には載つていないとつておきのエビツードも交えながら、人気の観光名所を案内レて、4す●,1



INDEX"モ到贋インチックス
朝顔、雷 (銀絵 ) 滑走路跡

味―ねぎ 雁に人 (銀絵 )

安心院温泉センター 金屋温泉

安心院亀の井ホテル 鹿嵐山・地蔵峠の景・シヤクナゲ群生地

安心院銀絵ガイ ド 上恵良温泉

安心院銀絵群 P26 川部・高森古墳群 (県立歴史博物館 )

安心院のすつぼん かんぽの郷宇佐

安心院の朝霧 九州自然動物公園アフリカンサフアリ

安心院ぶどう 孔雀文磐

安心院ワイン P56 葛原古墳

余の滝 グリーンツーリズム

荒瀬橋 呉橋 (宇佐神宮 )

今丼橋 桂昌寺跡地獄極楽

いんない余温泉 高野堂の景

院内石橋ガイ ド 虚空蔵寺跡・瓦窯跡群

院内石橋群 極楽寺

院内のゆず P56

院内妙見温泉 最明寺五輪塔

宇佐神宮本殿 桜岡神社 (四 日市門前町 )

宇佐海軍航空隊戦争遺跡 佐田京石 。米神山

宇佐からあげ 佐田神社

宇佐航空隊遺構ガイ ド 佐田老人憩の家

宇佐参宮線 26号 蒸気機関車 (ク ラウス号 ) 里の駅小の岩の庄

宇佐市文化財一覧 里の駅双葉の里

宇佐市平成の森公園 三女神社

宇佐神宮 下市磨崖仏

宇佐神宮ガイ ド 城井一号掩体号 (宇佐海軍航空隊戦争遺跡)

宇佐神宮境内 MAP 浄土真宗本願寺派四日市別院 (四日市門前町)

宇佐神宮社叢 真宗大谷派四日市別院 (四 日市門前町 )

宇佐鳥居 (宇佐神宮 ) 水雲横穴古墳群

えびすさん(四日市門前町) 清水寺

恵比寿、大黒、鯉の二番斐 (鰻絵 ) 仙岩山の景

大丼 憲太郎 仙の岩

大分県立歴史博物館 ソニックパーク安心院

大楠 (宇佐神宮)

オオサンショウウオ 大善寺

小坂不動 P46 大楽寺

お数珠づくり(四 日市体験 ) 鷹栖観音堂

鬼のミイラ 鷹栖観音の鬼会 (鷹栖観音 )

御許山 。大元神社 鷹栖つ り橋公園 (鷹栖観音 )

岳切渓谷

ガイド付き街並み散策(四 日市体験 ) P14 超六十連勝力士碑 (双葉の里 )

賀来 惟熊 勅使街道

賀来 飛霞 津房温泉

Pll

P58

P13

P13

P41

P57

P15

P15

家族旅行村「安心院」

P40

妻垣神社



天福寺奥の院 光岡城跡

東光寺五百羅漢 南 ―郎平

豊幸ガニ 妙楽寺 P36

鳥居橋 弥勒寺跡 (宇佐神宮)

麦焼酎 P56

(3)辱型瀑界ヤイ1・
長洲せど間ガイド

長洲の乾麺

長洲の町並み・浜の市

夫婦石 (宇佐神宮 )

中津市

東椎屋のイチイガシ (東椎屋の滝 )

門前食おもてなし (四日市体験 )

山蔵のイチイガシ

P65 よなろうパークキャンプ場

横光 利―

四日市陣屋跡

四日市体験型観光

P45 四日市人形絵付け (四 日市体験 )

四日市門前町

P60 四日市門前町ガイ ド

四日市横穴墓群

龍 (銀絵 )

龍岩寺

龍岩寺奥の院礼堂

旅庵みずほ温泉荘

両合棚田・両合川橋

ワイナ リーレス トラン朝霧の庄

鷲 (銀絵 )

P64

P45

P40

P46

長野鐵蔵

楢本磨崖仏 P13

P14南光寺仁王像

西椎屋の景と西椎屋大銀杏

西椎屋の滝

年間イラ事

爆弾池

東椎屋の滝 P28

広瀬丼手

深見五重塔

深見温泉 P46

福貴野の滝

福厳寺閣魔洞 (桂昌寺跡地獄極楽)

福澤諭吉旧居・ 福澤記念館 表 3

分寺橋

富士見橋

豊前善光寺

双葉の里

双葉山定次

双葉山生家跡 (双葉の里)

双葉山像 (双葉の里)

仏足石 (東光寺五百羅漢)

豊後高田市

別府市

逸見邸庭園

帆足万里碑 (東椎屋の滝 )

宝物館

細川幸隆廟所

松田新之助

まほろば温泉・菟狭

御沓橋

道の駅いんない 不タィ本準う宇佐

P36

P6

P56

P41

P40

P45

P42

P34

P65

P58

P56
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i`1/11の歴史と文化にどっぷりふれたなら、少し足を仲ばして隣接するまちへ。
湯けむり香る別府も、懐かしさいっばいので

'後

高|||も 、学びの城 ド町中津も、
宇佐とはまた違った楽しさで出迎えてくれます。

●
響

ビ
Ｅ
Ｆ
Ｆ

別府八湯
別府には日本の 1割にあたる源泉があり、国際観光都市として豊富な湯が宿泊施設や

まちの温泉場を賑わせています。南北約 7 kmにわたる小さな扇状地ながら、市内を「別

府」「浜脇」「観海寺」「堀田J「明磐」「柴石」「鉄輪」「亀りI旧 の 8つの温泉地に分け
たのは、温泉の泉質や雰囲気はもちろん、それぞれにまちの風景や趣が異なるため。

11種類の泉質のうち 10種類が存在する湯をゆっくりご堪能あれ。

路地裏散策
古き良き日本の町並みを残す別府の路地裏。特に

竹瓦温泉界限には昔ながらの共同温泉や老舗の名

店が当時の面影を落とし、懐かしさを感じさせて

くれます。別府八湯語り部の会ポランティアガイ

ド部会が、約 3キロメー トルの路地裏を散策する
「竹瓦かいわい路地裏散歩Jを開催しています。

［
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罰鏑田⑥
歩いてみたい !住んでみたい !
六郷満山文化の歴史や音のままの姿が残る景観、
そして受け継いできた文化遺産…。「住みたい田

舎」全国第 1位に選ばれた豊後高田市の魅力をの

ぞいてみませんか?

昭和の町
豊後高田の商店街が活気に盗れ

ていた昭和 30年代を甦らせ、
まちの活性化へ願いを託 した

「昭和の町」。昭和の建物の再生

やお宝の展示、昭和の味の販売

など、町を歩 くと懐かしい時代

にタイムスリップ !

ボンネットバス
昭和 32年に実際に走ってい
た「昭和ロマン号」で市内を

巡る約 3時間のコース。無料
で体験できます。

1 予約・中込み
1 豊後高田市観光協会
(0978-22-3100)

富貴寺
富貴寺大堂は平安末期に創建さ

れた九州最古の木造建築で国宝
に指定。京都の平等院風凰堂、岩

手の中尊寺金色堂と並ぶ日本三

大阿弥陀堂の一つです。

団豊後高田市田染路
固0978-26-3189
日 8:30～ 16:30回 200円

コロッケ
昭和 26年創業「肉のかなお
か」の「おかみ相伝のおから
コロッケ」をほおばりながら

歩くのが昭和のまちのひと
こコ,,r。

団豊後高田市新町890-2
固 0978-22‐ 2137
圏 800～ 1 90Cl困 水曜

深耶馬漢
鋭く切り立った岩肌が赤く染まる紅葉の

シーズンは特に見ごたえあり。ひと日で

見渡すことのできるパノラマから「一日

八景」と呼ばれています。

豊後高田そば
年に 2回収積する希少なそばの実で
作る豊後高田のそば。「手打ちそば認

定店」で |よ、地元産そば粉を 1009/o

使つた挽き立て 打ち立て 繭でたて
の、香り高いそばが味わえ萩す。

中 津 ⑥
蜀 舅 疹 蛉 蝙 五

中 津 城 曖 平 家 歴 史 〕等 鯖 )

天正 16年 、築城の名手と言われた黒田如

水によって築かれた城。山国川の河口に向

かって扇状に広がる形から「扇城」とも呼

ばれていました。長篠の戦いで使われた武

具や家康直筆の書などが展示されています。

□ 中津市ニノ丁本丸

固 0979‐ 22-3651
圏 9m～ 1烈Ю 困なし圏4∞円日300台

福澤諭吉旧居・福澤記念館
論吉が幼少青年期を過ごした住居。勉強部屋に
していた土蔵も見る
ことができます。記
念館には諭吉の記し
た書や手紙を展示。

□中津市留守居町586
固0979-25-0063
日 8:30～ 17:00
困なし
E1400円
口 30台

中津からあげ
外はカリッと揚がり、中からはジュー

シーな肉汁がジュワッ。全国にもその

名をとどろかせる中津からあげは、店

ことに工夫を凝らしたタレに漬け込み

注文を受けてから揚げていきます。

鴨


